
昭

和

四

十

二
年

造
・
山

第

二

号

墳

・調

査

報
各

…
筆

委
【貫
●
含



昭

和

四

十

千

年

二

月

造

山

第

二

号

墳

調

査

報

告

/―
・

〆

サ|

島

根

県

教

育

委

員

会



五  四 三

目

調
査
に
至

っ
淀
い
き
さ
つ

調
査
の
経
過
…
、…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
Ｉ
．…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｉ
…
…
‥　
二

位
置
と
環
境

墳

　

　

丘

内
部

構
造物

九
一
四

一
八

二
四

エハ　　　遺

七
　
結

図

版

次

第

一　
造
山
遠
望

。
第
二
号
墳
全
景

第
二
　
空
中
か
ら
見
た
造
山

第
二
　
墳
丘
実
測
図

第
四
　
墳
丘
東
斜
面
お
よ
び
東
側
列
石

第
五
　
南
側
第

一
列
石
お
よ
び
第
二
列
石

第

一ハ
　

南
側
第
二
列
石
お
よ
び
西
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Ｉ
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濤
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濤
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濤
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凡

例

一　
こ
の
報
告
は
、
島
根
県
教
育
委
員
会
が
安
来
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
、
昭
和
四
十
年
七
月
、
八
月
に
行
な
っ
た
安
来
市
荒
島
町
造
山
第
二
号
墳
の
発
掘
調
査
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

一一　
発
掘
調
査
は
、
山
本
清

・
井
上
捐
介

・
岩
佐
文
子

・
島
重
海

。
池
田
満
雄

・
近
藤
正

。
門
協
俊
彦

。
蓮
岡
法
障
・
糸
賀
達
典

・
川
井
曜
道

・
田
中
信
道

・
勝
部
康
雄

。
内
田
才

・
住
田
正
男

。
松
本
興

・
三
島
育
子

・
永
田
由
美
子
が
調
査
員
と
し
て
そ
の
任
に
あ
た
り
、
島
根
大
学
、
安
来
高
校
、
松
江
北
高
校
、
松
江
南
高
校

・
松
江

工
業
高
校

・
安
来
第
二
中
学
校
等
の
学
生
生
徒
、
そ
の
他
諸
方
面
の
参
加
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
。

〓
一　
こ
の
報
告
書
の
執
筆
は
山
本
が
担
当
し
た
。

四
　
遺
物
の
整
理
と
実
測
は
近
藤
が
主
と
な
っ
て
行
な
っ
た
。

五
　
実
測
図
の
浄
写
は
す
べ
て
近
藤
が
担
当
し
た
。

一ハ
　
写
真
撮
影
は
山
本
が
担
当
し
た
。



発
掘
に
至
っ
た
い
き
さ
つ

造
山
第
二
号
墳
の
存
在
が
判
明
し
た
の
は
昭
和
三
七
年

晩
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
造

山
第

一
号

墳
は
早
く
そ
の
第

一
号
石
室
が
発
掘
さ
れ
、
鏡

・
管
玉

・
刀
な
ど
が

出
土
し
て
注
目
さ
れ
、
昭
和

一
一
年

一
二
月

一
六
日
附
で
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
同
じ
墳
丘
で
第
二
号
石
室
が
発
掘
さ
れ
て

一
層
注
意
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
相
当
大
き
な
古
墳
で
あ
り
ま
た
種
々
な
遺
物
が
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
石
室
は
二
つ
と
も
典
型
的
な
細
長
い
竪
穴
式
石
室
と

い
う
首
式
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
そ
の
墳
丘
が
方
形
墳
で
あ
る
と
い
う
点
で
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
第

一
号

墳
と
嶺
続
き
の
近
い
位
置
に
並
ん
で
い
る
第
二
号
墳
と
第
三
号
墳
の
存
在
は

一
向
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
島
根
県
教
育
委
員
会
は

『島
根
の
文
化
財
』
第

二
集
を
編
集
し
、　
そ
れ
に
造
山

一
号
墳
の
写
真
と
と
も
に
墳
丘
実
測
図
彦
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、　
昭
和
三
七
年
の
秋
数
日
を
費
し
て
そ
の
測
量
を
な
し
た
。

そ
の
際
附
近
移
踏
査
し
て
第
二
号
墳
の
存
在
が
判
明
し
、
ま
た
測
量
の
た
め
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
す
え
よ
う
と
し
て
第
二
号
墳
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
号
墳
は
前
方

後
方
墳
で
あ
り
、
第
二
号
墳
は
方
形
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
第

一
号
墳
が
方
形
で
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
三
者
と
も
に
方
形
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
相
当
の
大
き
い
吉
墳
で
そ
れ
が
相
並
ん
で
尾
根
続
き
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
が
い
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
首
墳
と
思
わ
れ
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
第

一
号
墳
が
注
目
に
価
す
る
古
墳
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に

一
群
の
吉
墳
と
し
て

一
層
そ
の
重
要
性
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

島
根
県
教
育
委
員
会
で
は
、
行
政
上
の
立
場
か
ら
昭
和
三
六
年
度
か
ら
県
下
の
遺
跡
に
つ
い
て
年
次
計
画
を
以
て
組
織
的
な
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
き
た

の

で
あ

っ

て
、
す
で
に
三
六
年
度
に
松
江
市
の
薄
井
原

古
墳
、
三
七
年
度
に
は
飯

石

郡

〓
一刀
屋
町
の
松
本
古
墳
、
三
八
年
度
に
お
い
て
出
雲
市
の
妙
蓮
寺
山
吉
墳
の
調
査
を
実
施

し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
調
査
を
実
施
す
る
に
つ
い
て
は
、
古
式
古
墳
の
多
い
安
来
地
区
が
適
当
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
造
山
第
二
号
墳
を
調
査
す
る
こ
と
と
し

た
の
で
あ
る
。
調
査
の
対
象
た
る
遺
跡
は
、
所
要
経
費
や
調
査
日
数
等
の
制
約
も
あ
る
こ
と
と
て
、
あ
ま
り
規
模
の
大
き
な
も
の
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
す
く
な
く

と
も
調
査
に
よ
っ
て
、
県
下
の
当
代
文
化
を
解
隅
す
る
上
に
有
力
な
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な
成
果
の
得
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
古

墳
を
発

掘
す
る

場
合
あ
る
程
度
の
規
模
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
点
第
二
号
墳
は
か
な
り
条
件
を
み
た
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
造
山
の
古
墳
群
は
、
そ
の

中
の
第

一
号
墳
の
内
容
が
判
明
し
て
い
て
、
当
地
方
の
当
代
文
化
を
考
え
る
上
に
は
極
め
て
重
要
な
例
り
所
と
な
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
学
術
的
な
発
掘
を
行
な
っ
た

も
の
で
な
い
の
で
、
種
々
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ

一
連
の
吉
墳
群
中
の
第
二
号
墳
が
切
ら
か
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
第

一
号
墳
の
知

見
を
補
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
第

一
号
墳
と
相
ま
っ
て
、
県
下
の
古
墳
文
化
を
解
明
す
る
上
に
は
有
益
な
知
見
の
得
ら
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
ゃ
　
中



ま
ず
昭
和
三
九
年
六
月
二
〇
日
、
島
根
県
文
化
財
専
門
委
員
山
本
清
、
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
井
上
猾
介
、
安
来
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
門
脇
頭

正
、
安
来
市
文
化
財
専
門
委
員
内
田
才
の
四
名
で
第
二
号
墳
を
予
察
の
た
め
に
踏
査
し
、
略
測
図
を
作
り
、
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
諸
般
の
条
件
そ
検
討
し
た
。
然
る
と

こ
ろ
、
三
九
年
の
夏
に
は
県
下
は
未
曾
有
の
台
風
禍
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
同
年
度
の
調
査
は
翌
年
に
繰
り
越
す
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
〇
年
の
夏
に
こ
れ
を
実
施
す
る

に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。二

調

査

の

経

過

発
掘
調
査
を
行
な
う
た
め
に
左
記
の
よ
う
に
調
査
団
を
編
成
し
た
。

調
　
　
　
　
査
　
　
　
　
団

島

根

大

学

助

教

授

　

山

本

　

清

県
立
松
江
工
業
高
等
学
校
教
諭
　
　
岩
　
佐
　
文
　
子

瑞
穂

町

立
高
原
中
学
校
教
諭

　

門
　
脇
　
俊
　
彦

安

来
市

文

化
財

保
護
委
員

　

内

田

　

　

才

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

本

　

　

興

県

立
安

来
高
等

学
校

教
諭

　

川

井

昭

道

大

田
市

立
志
学
中
学
校
教
諭

　

蓮
　
岡
　
法
　
障

安
来
市

立
第
二
中
学
校
教
諭

　

勝
　
部

康
　
雄

仁
多

町

立
阿
井
小
学
校
教
諭

　

水ヽ
　
田
　
由
美
子

事
務
局
　
島
根
県
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
　
石

塚
　
尊

俊

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
　
長
谷
川
　
　
清

団 団
員 長

三 糸 田 島 住 近 池 井

島 賀 中  田 藤 田 上

育 達 信 重 正  満 捐

子 典 道 海 男 正 雄 介

参

加

島

根

大

学

学

生

松

江

南

高
校

生
徒

安

来

高

校

生

徒

松

江

工
業
高
校
生
徒

″

松

江

北
高
校

生
徒

安
来
第
二
中
学
校
生
徒

県

立
平

田
高
等
学
校
教
頭

県
立
松
江
南
高
等
学
校
教
諭

島
根

県

立
博
物
館
学
芸
員

安
来
市
文
化
財

保

護
委

員

　

・

県
立
松
江
北
高
等
学
校
教
諭

県

立

安
来
高
等
学
校
教
諭

出
雲
市
立
第
二
中
学
校
教
諭

柿
木
村
立
柿
木
中
学
校
教
諭

安
来
市
教
育
委
員
会
　
教
育
次
長

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事

市 池 F]

川1 田 脇

博 竜 顕

史 治 正



任

務

分

担

庶
　
務
連

絡

渉

外
、
給

食

人
夫
管
理
、
間
食
支
給

会
　
計

調
　
査
発
掘
指
揮
、
成
果
発
表

県
教
委
　
石
塚
係
長
、
同
　
長
谷
川
主
事

安
来
市

教
委
　
門

脇
次
長
、
池
田
主
事

県
教
委
、
市
教
委
分
担

山
　
本

調 査 団 員 参 加 状 況 表

記

録
、
生

徒

補

導

　

　

井

上
、
岩

佐

資

　

材

　

管

　

理

　

　

連

岡

発

掘

調

査

　

全

員

（島
大
学
生
は
勝
部
昭
、
佐
藤
悦
子
、
石
井
悠
、
長

谷

川
徳

四

郎
、
今
岡
稔
、
勝
部
肇
、
拝
藤
律
雄
、
稲
田
昭
）

以
上
の
構
成
に
よ
り
、
地
元
安
来
市
以
外
の
団
員
は
原
則
と
し
て

安
来
市
荒
島
公
民
館
に
合
宿
し
て
調
査
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
調

査
は
七
月
二
八
日
に
開
始
し
、
七
月
中
に
は
車
木
の
刈
り
取
り
墳
形

測
量
等
を
主
と
し
、
八
月

一
日
以
降
主
要
部
の
発
掘
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
、
八
月

一
〇
日
ま
で
連
続
し
て
調
査
を
行
な
い
、
主
要
部
の

埋
め
戻
し
作
業
も

一
応
完
了
し
た
。
こ
の
間
調
査
団
員
の
参
加
状
況

は
上
の
通
り
で
あ
る
。

調
査
の
方
針
と
し
て
、
経
費

・
予
定
日
数
を
考
慮
し
て
、
墳
形
な

ら
び
に
墳
丘
築
成
の
様
式
お
よ
び
墳
丘
の
施
設
に
関
し
て
は
そ
の
要

点
を
た
し
か
め
、
内
部
構
造
お
よ
び
副
葬
品
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す

巡
朗
１
一
２
一
３
一
４
一
5 6 フ 8 9

井   上
岩  佐
畠

田

藤

川  井
田   中
蓮   岡

糸   賀
門  脇
勝  部
三   島
7k  田
石   塚

長 谷 川

皇   ★ 6 4 5 4 4 4 4 6

松江北高 4 6

松江南高 4 3 1 1

松江工高 6 6 6 6 6 6 6

安 来 高 3 4 8

空実三中 13

(安来―中 ) 9

(東出雲中) 1 1 1 1

(出雲工高 ) 1



る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
そ
こ
で
発
掘
作
業
の
力
点
を
で
き
る
だ
け
中
央
部
に
お
く
こ
と
と
し
、
ま
ず
方
形
の
墳
丘
の
北
辺
に
平
行
し
墳
丘
の
中
央
部
を
通
過
し
て
、
墳

丘
の
大
部
を
東
西
に
横
断
す
る
幅

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
第
Ｉ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
こ
れ
を
基
幹
と
し
て
調
査
を
広
げ
る
こ
と
と
し
た
。
第
Ｉ
ト
レ
ン
チ
の
墳
頂
部
を
中

心
と
す
る
長
さ

一
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
五
メ
ー
ト
ル
ず
つ
に
三
分
し
、
西
方
か
ら
Ｉ．
・
Ｉ２
・
‐３
の
三
区
と
し
、
Ｉ．
か
ら
西
方

へ
延
長
し
た
部
分
を
‐Ｅ．
・
‐Ｅ２
・
‐Ｅ３
と
よ
ぶ

こ
と
と
し
た
。

ま
ず
‐１
・
‐３
・
‐２
を
中
間
に
畦
を
残
し
て
掘
り
下
げ
、
１３
に
お
い
て
深
さ
約
二
五
セ
ン
チ
に
達
し
た
と
き
墓
壊
の
東
壁
の
上
縁
を
検
出
し
、
次
に
Ｉ
と
Ｉ
と
の
界
の
あ

た
り
に
墓
墳
の
西
壁
の
上
縁
を
検
出
し
た
。
さ
ら
に
Ｉ
を
深
さ
約
七
〇
セ
ン
チ
ま
で
据
り
下
げ
て
蓋
石
の

一
部
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
Ｉ
に
直
角
に
幅

一
・
五
メ
ー
ト
ル

の
ト
レ
ン
チ

（Ｉ
の
東
端
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
を
東
の
側
線
と
し
た
）
を
南
方
に
設
定
し
こ
れ
を
Ⅱ
ト
レ
ン
チ
と
よ
び
、
同
様
に
北
方
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
を
Ⅲ
ト
レ
ン

チ
と
よ
ぶ
こ
と
と
し
た
。
Ⅱ
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
石
室
蓋
石
列
の
上
を
覆
う
粘
土
を
検
出
し
、
竪
穴
式
石
室
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
、
Ⅱ
を
西
方

に
拡
張
し
て
ま
ず
蓋
石
被
覆
の
粘
土
を
全
面
的
に
露
出
さ
せ
、
さ
ら
に
四
方

ヘ
ト
レ
ン
チ
を
拡
張
し
て
墓
成
の
ほ
ぼ
全
形
を
露
呈
さ
せ
た
。
こ
の
間
に
、
石
室
の
中
央
部

か
ら
そ
の
東
の
方
に
か
け
て
の
埋
め
土
層
に
土
師
器
の
小
片
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
以
上
の
作
業
と
平
行
し
て
、
皿
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
に
よ
り
墓
坂
の
北
壁
の
上
縁
を
検

出
し
、
ト
レ
ン
チ
を
拡
張
し
て
墓
壊
北
部
も
完
全
に
露
呈
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
ず
中
央
の
主
体
構
造
に
関
す
る
墓
頻
の
全
容
と
六
枚
の
石
室
蓋
石
の
上
面
を
完
全
に
露
呈
さ
せ
、
南
と
北
と
両
端
の
蓋
石
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ま

ま
と
し
中
央
部
の
蓋
石
四
枚
を
撤
去
し
た
。
石
室
の
底
に
は
若
干
の
封
土
が
流
入
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
石
室
中
央
部
の
床
面
に
僅
か
に
傾
斜
し
て
遺
存
し
た
鏡
は
、
埋

没
す
る
こ
と
な
く
そ
の
上
面
を
霧
出
し
て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
。
石
室
の
側
壁
は
、
極

一
部
に
や
や
弛
ん
で
内
側

へ
は
み
出
し
た
石
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
全
体
と
し
て
確

実
に
原
形
を
保
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
容
易
に
流
土
を
排
除
し
て
遺
物
と
床
面
の
細
部
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

墓
壊
お
よ
び
石
室
は
、
墳
丘
の
現
形
に
お
け
る
上
面
か
ら
す
れ
ば
中
央
よ
り
も
か
な
り
南
に
偏
し
て
お
り
、
墓
壊
よ
り
も
北
に
か
な
り
広
い
面
積
を
残
し
て
い
る
の
で

Ⅲ
ト
レ
ン
チ
に
直
交
す
る
Ⅲ

一
Ⅲ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
検
討
し
た
が
、
耕
上
の
下
は
す
べ
て
地
山
で
、
埋
葬
構
造
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
Ｉｗ
。
・Ｅ．
・
‐Ｅ２
の
各
ト
レ
ン
チ
に
よ
り
土
層
を
調
べ
墳
丘
の
築
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
耕
土
の
下
は
す
べ
て
地
山
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

次
に
、
石
室
の
室
底
の
礫
床
を
除
い
た
と
こ
ろ
、
室
の
中
央
を
縦
断
す
る
排
水
濤
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
東
壁
の
拍
積
の
外
側
の
埋
土
を
除
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
も
拍

積
の
縁
辺
に
沿
う
た
排
水
溝
が
あ
ら
わ
れ
、　
一
方
石
室
南
端
の
外
側
を
発
掘
し
、
そ
こ
に
東
西
両
側
の
押
積
の
外
を
通
っ
た
排
水
濤
と
室
底
か
ら
通
ず
る
排
水
濤
と
の
三

者
が
合
流
し
て

一
本
の
暗
渠
と
な
り
、
墳
丘
南
斜
面
の
下
を
下
降
す
る
構
造
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
墳
丘
の
南
斜
面
の
第

一
列
石
の
上
下
両
側
を
発
掘
し
、
件
の
暗

渠
が
こ
こ
ま
で
下
降
し
て
お
り
、
さ
ら
に
下
方

へ
通
じ
て
い
る
状
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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墳
丘
斜
面
に
は
石
垣
状
の
列
石
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
ご
み
や
若
子
の
上
を
取
り
除
い

て
明
瞭
に
す
る
程
度
で
特
別
に
発
掘
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
調
査
日
数
を
考
慮
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
を
お
う
て
の
調
査
の
進
行
状
況
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

七
月
二
八
日

（水
曜
）
晴

一
時
曇

器
財

・
宿
泊
用
荷
物
な
ど
を
自
動
車
に
積
み
、
石
塚

・
長
谷
川

。
近
藤

。
山
本
が
同
乗

し
、
九
時
半
島
根
大
学
を
出
発
、
一
〇
時
荒
島
公
民
館
に
到
着
①　
一
一
時
か
ら
古
墳
の
現
地

に
お
い
て
結
団
式
お
よ
び
修
被
式
を
行
な
う
。
県
教
委
社
会
教
育
課
長
補
佐

尼

ケ
崎

正

義
、文
化
財
係
長
石
塚
尊
俊
、主
事
長
谷
川
清
、
安
来
市
長
杉
原
寛

一
郎
、
安
来
市
教
委
次

長
門
脇
顕
正
、
文
化
財
係
市
川
博
史
、調
査
団
員
と
と
も
に
参
列
。
午
後
か
ら
作
業
開
始
。

①
　
墳
丘
上
面
か
ら
始
め
て
車
刈
。

②
　
墳
形
測
量
。
二
〇
〇
分
の

一
で
五
〇
セ
ン
チ
ご
と
に
等
高
線
を
描
く
こ
と
と
し
、
最

高
所
彦
零
と
し

一
メ
ー
ト
ル
の
線
を
約
半
周
ま
で
描
く
。

七
月
二
九
日

（木
）

晴

墳
丘
伐
採
―
―
周
囲
の
平
地
ま
で
と
く
に
ひ
ど
い
も
の
を
切
除
。

墳
丘
測
量
―
十
二
メ
ー
ト
ル
線
ま
で
。

列
石
露
呈
―
―
東
側
第

一
列
石
。

Ｉ
ト
レ
ン
チ
設
定
。

七
月
二
〇
日

（金
）
　

曇
後
晴

墳
丘
測
量
―
十
三
メ
ー
ト
ル
線
全
周
。
東
側
と
南
側
は
四
メ
ー
ト
ル
線
ま
で
。

列
石
露
呈
―
―
東
側
お
よ
び
南
側
。

第
Ｉ
ト
レ
ン
チ
ー
ー
‐全
面
表
面
を
削
り
車
根
を
除
く
。

③ ② ① ① ③ ② ①



ｈ
・
・２
・
・３
・
‐Ｅ．
は
南
半
を
、
・Ｅ２
は
北
半
を
、
耕
土
深
さ
約
四
〇
セ
ン
チ
周
外
杉
撤
去
。

七
月
三

一
日

（土
）

快
晴

①
　
墳
丘
測
量
―
―
東
側
四

・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
南
側
八

・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

②
　
列
石
露
呈
―
―
東
側
。
な
お
南
側
に
は
第
二
、
第
二
の
列
石
あ
る
こ
と
判
明
。

③
　
Ｉ
ト
レ
ン
チ
ー
Ｉ
Ｉ３
に
お
い
て
墓
壊
東
壁
上
縁
検
出

（深
さ
地
表
下
約
二
五
セ
ン
チ
）
。
Ｉ．
と
Ｉ２
と
の
界
の
あ
た
り
に
西
壁
上
縁
を
検
出

（深
さ
約
四
〇
セ
ン
チ
）
。

・２
に
お
い
て
蓋
石
の

一
部
を
検
出

（深
さ
約
七
〇
セ
ン
チ
）
。

八
月

一
日

（日
）
　

快
晴

①
　
墳
丘
測
量
―
―
東
と
南
の
下
部
。

②
・
Ⅱ
ト
レ
ン
チ
ー
ー
ー２
の
南
に
幅

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
Ⅱ
ト
レ
ン
チ
を
設
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

‐２
に
出
て
い
る
蓋
石
の
深
さ
ま
で
据
り
下
げ
る
。
西
半
に
粘
土
被
覆
あ
ら
わ
れ
る
。
南
端
に
遊
離
し
た
石
あ
り
。

Ⅲ
ト
レ
ン
チ
ー
Ｉ
Ｉ２
の
北
方
へ
幅

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
Ⅲ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
墓
墳
北
壁
を
検
出
。

ト
レ
ン
テ
土
層
実
測
―
Ｉ
Ｉ２
北

・
南
壁
。
Ｉ３
北

・
南
壁
。
ｈ
の
北

・
南
壁
。

八
月
二
日

（月
）
　

曇
時
々
晴

醇
聰
悧
准
「
旧
脚
脚
噂

へ 部
げ
の
西
端
ま
で
拡
張
し
Ⅱｗ
と
称
す
る
。
墓
壊
西
璧
に
沿
う
て
上
部
の
土
を
排
除
。
蓋
石
の
上
方
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
に
上
師
器
の
破
片
散

乱
。

③
　
ト
レ
ン
チ
土
層
実
測
―
Ｉ
Ⅱ
、
Ⅲ
の
東
西
璧
。

八
月
二
日

（火
）
　
晴

①
　
墳
形
測
量
―
―
西
側
下
部
の
残
ヶ
。
北
側
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

②
　
Ⅱ
ト
レ
ン
チ
ー
ー
南
へ
延
長
排
土
。

Ⅱｗ
ｌ
ｌ
墓
壊
の
西
壁
露
呈
。

② ① ① ③
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③ ② ①

Ｉ
Ｉ
Ｉ
墓
壊
の
北
壁
露
呈
、
途
中
ま
で
。

本
日
か
ら
現
地
に
不
寝
番
を
お
く
。
島
大
生
石
井

。
今
岡

・
勝
部
。

八
月
四
日

（水
）
晴

墳
形
測
量
―
―
北
側
六

・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

西
南
側
八

・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

Ⅱ

・
Ⅱｗ
ｌ
ｌ
粘
土
被
覆
実
測
。

ⅡＥ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
の
東
方

へ
拡
張
し
ⅡＥ
と
よ
ぶ
。
墓
壊
東
部
に
当
る
部
分
上
部
排
土
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
南
壁
土
層
図
補
正
。

東
側
列
石
―
―
実
測
。

不
寝
番
―
―
蓮
岡

。
今
岡

・
勝
部
。

本
日
よ
り
鳥
取
県
立
科
学
博
物
館
亀
井
熙
人
氏
参
加
。
ま
た
松
江
南
高
校
杉
原
氏
加
勢
。

八
月
五
日

（木
）
　

晴
　
甚
だ
暑
し
。

墳
形
測
量
―
―
東
北
隅
下
部
。

Ⅱ
Ⅱｖ
区
―
―
石
室
蓋
石
清
掃
実
測

（粘
土
被
覆
状
態
。
蓋
石
）
。

Ⅱ
区
―
―
墓
壊
東
壁
探
索
。
埋
土
排
土
大
部
分
完
了
。

不
寝
番
―
―
石
井

。
今
岡

・
勝
部
。

八
月
六
日

（金
）
　

曇
風
強
し

（台
風

一
五
号
）

墓
壊
―
―
南
壁
を
露
呈
。
壊
内
の
埋
土
を
蓋
石
の
下
面
の
高
さ
ま
で
排
除
し
、
墓
茨
の
全
形
を
的
確
に
し
、
清
掃
し
て
撮
影
。

石
室
―
―
蓋
石
周
囲
の
石
移
補
足
実
測
し
、
チ
エ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
蓋
石
の
撤
芸

（南
端
と
北
端
の
蓋
石
は
残
し
て
お
く
）
。

不
寝
番
―
―
石
井

。
今
岡

・
勝
部
。

本
日
台
風
九
州
よ
り
山
口
県
を
通
過
し
隠
岐
附
近
を
抜
け
る
と
い
う
。
正
午
前
か
ら
烈
風
と
な
り
雨
を
も
よ
お
す
。
昼
食
後
の
休
憩
を
廃
し
て
作
業
を
進
め
、
四
時

調 査 の 状 況 1

蓋 石 の 実 測



ご
ろ
心
配
さ
れ
た
蓋
石
撤
去
を
終
っ
た
の
で
、
石
室
上
に
テ
ン
ト
を
張
り
排
水
処
置
移
講

じ
て
人
夫
の
作
業
を
打
切
り
、
調
査
員
の
み
残
っ
て
室
内
を
試
掘
し
明
日
に
そ
な
え
る
。

八
月
七
日

（土
）
　

晴

①
　
石
室
―
―
イ内
部
発
掘
。
室
外
排
水
濤

（南
側
）
発
据
。
外
側
抑
積
の
石
を
実
測
。

②
　
・ｗ
ｌ
ｌ
地
山
ま
で
発
掘
。

③
　
ｈ
ｌ
ｌ
実
測
。

①
　
不
寝
番
―
―
蓮
岡

。
糸
賀
。

八
月
八
日

（日
）
　

快
晴

①
　
石
室
―
―
内
部
発
掘
完
了
。
撮
影
。
遺
物
採
取
。

②
　
南
排
水
溝
―
―
石
室
の
南
接
部
と
第

一
列
石
附
近
を
発
据
。

③
　
列
石
―
―
南
側
の
列
石
清
掃
。
南
第

一
列
石
、
第
二
列
石
実
測
。

①
　
ｈ
ｌ
ｌ
実
　
測
。

⑤
　
Ｉｗ
ｌ
ｌ
実

測
。

③
　
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
実
　
測
。

〇
　
不
寝
番
―
―
門
協

・
石
井

。
今
岡
。

本
国
西
川
宏
氏
来
会
加
勢
。

八
月
九
日

（月
）
　

曇
後
晴

石
室
―
―
内
部
再
検
討
。
実
測
。
外
部
横
断
面
検
討
、
外
側
排
水
濤
検
出

（東
側
）
。

南
方

（中
央
）
排
水
溝
―
―
‐
末
端
を
検
討
。
第

一
列
石
の
下
を
通
つ
て
下
方
に
向
か
う
こ
と
判
明
。

Ⅲ

・
Ⅲｗ
ｌ
ｌ
い
ず
れ
も
耕
土
の
下
は
地
山
で
あ
っ
て
主
体
構
造
は
存
し
な
い
こ
と
判
明
。

八
月

一
〇
日

（火
）
曇

石
室
―
―
実
　
測
。

③ ② ①

調 査 の 状 況 2

蓋石撤去作業



②
　
南
排
水
濤
―
―
実
　
測
。

③
　
測
量
―
―
水
田
か
ら
墳
頂
ま
で
の
比
高

（四
二

①
　
蓋
石
復
原
。
埋
戻
し
作
業
。

八
月

一
一
日

（水
）
曇

器
財
等
を
運
搬
し
、
各
自
帰
宅
。

。
一
メ
ー
ト
ル
）
。
第

一
号
墳
と
の
距
離

（
一
二
七

・
八
メ
ー
ト
ル
）
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
ほ
ぼ
予
定
日
数
の
間
に
調
査
を
終
了
し
、
首
墳
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
は

一
応
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三

位

置

と

環

造
山
第
二
号
墳
の
所
在
地
籍
は
、
島
根
県
安
来
市
荒
島
町
字
造
山
二
〇
七
二
番
地

（山
林
、
金
山
久
雄
所
有
地
）
お
よ
び
そ
の
隣
接
地
若
干
で
あ
る
。
荒
島
の
町
の
北

方
に
あ
た
り
標
高
六
〇
メ
ー
ト
ル
余
の
丘
陵
が
あ
る
が
、
こ
の
丘
陵
の
頂
上
部
か
ら
西
方
に
か
け
て
三
基
か
ら
成
る
造
山
首
墳
群
が
営
ま
れ
て
い
る
。
右
の
丘
陵
頂
上
部

か
ら
西
方
丘
陵
の
端
が
長
く
の
び
て
水
田
の
中

へ
半
島
状
に
突
出
し
て
い
る
。

（図
版
第

一
ｔ
二
）

第
二
号
墳
は
こ
の
丘
陵
先
端
部
頂
上
に
あ
り
、
周
囲
の
水
田
か
ら
の
比
高
四

一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
高
さ
を
も
っ
て
い
る
。
第
二
号
墳
の
東
北
方
鞍
部
を
へ
だ
て
て
約

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所
に
第

一
号
墳
が
あ
り
、
第
二
号
墳
よ
り
も

一
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
高
い
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
第

一
号
墳
の
東
方

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
の
所
は
、
標
高
六
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
丘
陵
で
、
そ
こ
に
第
二
号
墳
が
あ
る
。

第

一
号
墳

盆
と

は
底
辺
お
よ
そ
六
？
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
頂
辺
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
方
形
墳
で
あ
っ
て
、
墳
頂
に
二
つ
の
竪
穴
式
石
室
が
あ
る
。　
墳
丘
に
は
数
段
に
石

垣
状
の
列
石
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
ま
た
墳
丘
上
部
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
器
片
は
埴
輪
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
古
式
土
師
器
の
壺
に
見
ら
れ
る
国
縁
部

（断
面
が
５
の

字
形
を
呈
す
る
も
の
で
、
二
重
回
縁
な
ど
と
も
よ
ば
れ
る
も
の
）
を
も
ち
櫛
に
よ
る
羽
状
の
刺
突
文
様
を
も
つ
一
種
の
円
筒
福
と
も
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
竪

穴
式
石
室
の
う
ち
、
早
く
発
掘
さ
れ
た
第

一
号
石
室
は
、
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
扁
平
な
割
れ
を
小
口
積
み
に
し
た
典

型
的
な
古
式
の
竪
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、
断
面
が
Ｕ
字
形
に
く
ば
む
床
面
は
礫
を
敷
き
、
そ
の
下
に
割
石
の
排
水
溝
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
方
格
規
短
鏡

一
面
、
三
神

三
獣
獣
帯
鏡

一
面
の
ほ
か
、
ガ
ラ
ス
製
管
玉

（太
形
）
、
鉄
刀
等
が
出
土
し
た
。
第
二
号
石
室
は
第

一
号
よ
り
や
や
小
形
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
様
の
石
室
で
、
床
面
は
砂
を
用

い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
方
格
規
矩
鏡

一
面
、
碧
玉
製
紡
錘
車

一
、
ガ
ラ
ス
管
玉

（細
形
）
、刀
剣
身
な
ど
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
出
土
品
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
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て
い
る
。

第
二
号
墳
は
ま
だ
実
測
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
西
南
方
向
き
の
長
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
前
方
後
方
墳
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
円
筒
埴
輪
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
造
山
古
墳
群
の
あ
る
位
置

（第
２
図
）
は
　
伯
太
川
と
飯
梨
川
の
下
流
域
の
沖
積
平
野
の
西
北
隅
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
の
平
野
の
周
縁
に
あ
る
丘
陵
は
、
多

第 2図 造 山 古 墳 の 環 JR

l 造山  2 大成  3 仏山  4 塩津方墳  6 若塚
7 塩津神社前  10 西赤江宮山  15 岩舟  17 鷺湯病院跡
18 西かわらけ谷横穴  21 椿谷  22 宮谷  23 矢田古墳群
24 能義神社丘陵  35 鍵尾  38 小谷



■
■
■
■

く
の
注
意
す
べ
き
古
墳
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
平
野
の
北
部
―
―
中
海
沿
岸
に
は
、
近
世
に
で
き
た
新
田
も
相
当
に
あ
り
、
元
来
飯
梨
川
や
伯
太
川
は
相
当
の
砂
を
流
す

川
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
出
雲
の
西
部
に
あ
る
斐
伊
川
に
く
ら
べ
る
と
、
洪
水
の
害
は
そ
れ
ほ
ど
甚
だ
し
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
東

西

約

六

キ

ロ
、
南
北
六
キ
ロ
ば
か
り
の
こ
の
安
来
の
平
野
は
（
西
方
の
斐
伊
川
、
神
戸
川
流
域
に
あ
る
簸
川
平
野
に
く
ら
べ
る
と
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
出
雲
で
は
第
二
の
ま
と
ま

っ
た
水
田
地
帯
で
あ
り
、
し
か
も
比
較
的
安
定
し
た
水
田
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
古
式
の
古
墳
は
、
西
の
簸
川
平
野
に
は
少
な
く
、
こ
の
安
来
平
野
の
縁
辺

に
多
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
右
の
よ
う
な
比
較
的
安
定
し
た
水
田
地
帯
で
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
造
山
古
墳
の
附
近
、
安
来
平
野
の
西
部
方

面
の
古
墳
を
挙
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（番
号
は
第
２
図
に
示
す
も
の
と
同
じ
）

１
　
造
山
吉
墳
群

２
　
大
成
古
墳

£
３

十１
１
安
来
市
荒
島
町
。
丘
陵
上
に
営
ん
だ
底
辺
三
六

・
五
メ
ー
ト
ル
、
頂
辺
約
二
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
で
あ
っ
て
、　
扁
平
な
割
石
移
小
口

積
み
に
し
た
細
長
い
竪
穴
式
石
室
を
主
体
と
し
、
舶
載
の
二
神
三
獣
鏡

一
、
鉄
製
素
環
頭
大
刀

一
、
刀
身
二
、
土
師
器
の
小
形
丸
底
壺
三
、
高
邦
形
土
器
二
等
を
出
し
、

古
式
の
方
墳
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

３
　
仏
山
古
墳
―
―
荒
島
町
。
丘
上
に
あ
り
円
墳
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
石
垣
状
の
列
石
が
み
り
埴
輪
円
筒
も
認
め
ら
れ
る
。
や
や
大
き
な
空
間
を
も
つ
一
種
の
箱
式

棺
を
主
体
と
し
、
鉄
地
金
銅
張
結
紐
状
の
杏
葉
、
獅
噛
式
の
環
頭
、
斧
頭
、
轡
残
欠
等
が
出
土
し
た
。
今
は
墳
丘
の
大
半
を
失
い
、
遺
物
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。

４
　
塩
津
山
方
墳
―
―
久
自
町
。
丘
上
に
営
ん
だ
底
辺
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
で
、
葺
石
ら
し
い
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。

５
　
塩
津
山
古
墳
群
―
―
久
白
町
。
丘
陵
の
尾
根
筋
に
小
形
の
円
墳
が
三
基
ば
か
り
あ
る
。

６
　
若
塚
吉
墳

盆
じ

―
―
久
自
町
。
丘
陵
上
の
小
形
の
円
貫
で
あ
る
。
石
棺
式
石
室
を
主
体
と
す
る
。　
玄
室
は
四
注
式
妻
入
り
の
割
り
抜
き
の
家
形
棺
状
の
も
の
に

横
口
を
設
け
た
も
の
で
小
形
な
が
ら
入
念
に
加
工
さ
れ
、
中
に
あ
た
か
も
ま
な
板
の
よ
う
な
形
の
低
脚
を
も
つ
石
床
が
あ
る
。
羨
道
は
割
石
を
用
い
、
半
壊
し
て
い
る
。

７
　
塩
津
神
社
前
首
墳

盆
と

―
―
久
白
町
の
塩
津
神
社
前
の
道
ば
た
に
あ
る
。
丘
麓
の
古
墳
で
、
今
は
卦
上
を
失
い
石
室
が
完
全
に
露
出
し
て
い
る
が
、　
墳
丘
の
残

存
部
か
ら
は
埴
輪
の
円
筒
片
が
発
見
さ
れ
る
。
主
体
は
石
棺
式
石
室
で
、
玄
室
部
の
み
遺
存
す
る
。
凝
灰
岩
の
切
石
四
枚
で
四
壁
と
底
を
構
成
し
、
蓋
石
は
外
面
も
四
注

式
家
形
に
削
っ
た
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
石
棺
式
石
室
と
し
て
は
、
大
き
さ
構
造
と
も
に
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

８
　
山
ノ
神
古
墳
―
―
久
白
町
。
丘
麓
に
あ
り
、
円
墳
と
思
わ
れ
る
。
径
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
で
、
石
室
の
蓋
石
が
露
出
し
、
上
に
小
伺

を
祀
る
。
こ
こ
か
ら
出
た
と
い
う
土
器
の
破
片
と
直
刀
の
残
欠
を
荒
島
小
学
校
に
保
管
す
る
。
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９
　
高
塚
山
古
墳
―
―
荒
島
町
。
山
の
頂
上
に
あ
り
、
墳
形
は
破
壊
さ
れ
て
不
明
。
荒
島
石
の
切
石
を
用
い
た
石
室
の
基
部
を
遺
存
す
る
。
石
棺
式
石
室

と
思

わ

れ

る
。
室
の
内
法
幅
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
二

・
七
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
石
材
の
厚
さ
約
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

１０
　
西
赤
江
宮
山
古
墳
―
―
赤
江
町
。
元

「
神
塚
古
墳
」
と
呼
ば
れ
た
。
独
立
丘
陵
頂
上
に
営
ん
だ
前
方
後
方
墳
で
、
長
さ
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
が
今

は
中
学
校
の
建
設
に
よ
り
消
滅
し
た
。
墳
丘
に
は
埴
輪
の
円
筒
を
用
い
、
象
形
埴
輪

（器
財
）
も
検
出
さ
れ
た
。
墳
丘
の
周
囲
に
は
列
石
を
め
ぐ
ら
す
も
の
で
あ
る
。
地

山
を
切
削
し
て
墳
丘
の
基
底
部
を
形
成
し
、
そ
の
上
に
大
量
の
盛
土
を
施
し
た
も
の
で
、
盛
土
の
深
さ
は
深
い
所
で
は
四
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
た
が
、
も
と
は
さ
ら
に

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
孟
宗
藪
と
し
た
た
め
墳
丘
上
面
も
甚
だ
し
く
削
ら
れ
て
い
て
、
内
部
構
造
は
す
で
に
失
な
わ
れ
て
い
た
。
墳

形
、
築
成
の
様
式
、
卦
土
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
師
器
類
等
諸
種
の
点
か
ら
古
墳
時
代
中
期
の
中
ご
ろ
乃
至
後
半
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

盆
こ

。

１１
　
仲
仙
寺
古
墳
―
―
西
赤
江
町
、
仲
仙
寺
脇
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
径

一
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
主
体
は
切
石
を
用
い
た

一
種
の
箱
式
棺
で

あ
る
が
、
蓋
に
は
両
側
に

一
つ
ず

つ
突
起
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。

・２
　
深
迫
古
墳
―
―
西
赤
江
町
。
丘
上
に
あ
り
、
墳
丘
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
小
形
の
円
墳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
物
埴
輪
の
残
欠
が
出
土
し
て
い

スや
。・３

　
武
嶺
山
横
穴
―
―
西
赤
江
町
。
二
穴
あ
り
、
須
恵
器
等
出
土
。

・４
　
中
津
八
幡
山
吉
墳
群
―
―
中
津
町
。
円
墳
、
横
穴
。

・５
　
岩
舟
古
墳
―
―
岩
舟
町
。
低
い
丘
陵
部
に
あ
り
封
土
を
失
う
。
整

っ
た
石
棺
式
石
室
で
あ
る
。
前
室
は
床
石
を
残
し
て
破
壊
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
奥
室

に
は
特
殊
な
家
形
石
棺
移
お
く
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
三
年

一
二
月

一
八
日
附
で
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

盆
ｔ

。

・６
　
植
田
宮
山
古
墳
群
―
―
円
墳
と
横
京
と
あ
る
。

・７
　
鷺
ノ
易
病
院
跡
横
穴
―
―
植
田
町
。
横
穴
の
中
に
組
合
わ
せ
の
家
形
石
棺

一
基
を
置
い
た
も
の
で
、
今
は
穴
は
半
壊
し
、
石
棺
は
飯
梨
小
学
校
に
移

さ
れ

て

い

る
。
遺
物
は
東
北
大
学
考
古
学
研
究
室
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
小
形
傷
製
鏡
、
こ
は
で
、棗
玉
、
太
形
中
空
金
銅
環
、
金
銅
製
冠
立
飾
、
銀
被
覆
の
輪
を
も
つ
単
龍
冠
式

の
優
秀
な
環
頭
大
刀
。
そ
の
他
金
銅
装
等
の
刀
数
国
の
残
欠
、
直
弧
文
を
刻
し
た
小
形
の
鹿
角
装
刀
子
、
鞍
金
具
、
辻
金
具
の
残
欠
等
極
め
て
優
秀
な
副
葬

品

で
あ

っ

て
、
横
穴
と
し
て
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る

α
こ

。

・８
　
西
か
わ
ら
け
谷
横
穴
群
―
―
植
田
町
。　
〓
ハ
穴
あ
り
、
中
の

一
穴
か
ら
は
、
金
環
二
、
玉
類
、
環
頭
大
刀
が
出
土
し
た
。
環
頭
大
刀
は
双
竜
環
式
で
保
存
甚
だ
良

好
で
あ
り
、
輪
か
ら
抜
く
こ
と
が
で
き
、
今
は
泉
大
津
市
の
細
見
良
の
所
蔵
と
な
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
身
は
研
ざ
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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・９
　
東
か
わ
ら
け
谷
横
穴
群
―
―
植
田
町
。

２０
　
か
ゎ
ら
け
谷
横
穴
群
―
―
植
田
町
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

２．
　
椿
谷
古
墳
―
―
矢
田
町
。
丘
上
に
あ
り
、
扁
平
割
石
小
口
積
長
さ
四

・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
の
堅
穴
式
石
室
が
あ
り
、
鉄
鏃
、
土

師
器
片
が
採
集
さ
れ
て
い
て
、
首
式
様
相
の
吉
墳
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

２２
　
宮
谷
古
墳
―
―
矢
田
町
。
丘
陵
上
に
あ
り
、
前
方
後
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

２３
　
矢
田
横
穴
群
―
―
丘
陵
の
尾
根
に
は
、
土
師
器
壷
棺

盆
じ

、
地
山
を
僅
か
に
加
工
し
て
盛
土
を
施
し
た
吉
墳
が
あ
り
、
丘
腹
に
は
数
十
の
横
穴
が
あ
る
。
横
穴

に
は
家
形
石
棺
を
蔵
す
る
も
の
四
穴
あ
り
、
石
棺
の
極
め
て
整
備
な
も
の
も
あ
っ
て
注
意
す
べ
き
横
穴
群
で
あ
る

盆
已

。

２４
　
能
義
神
社
丘
陵
古
墳
群
―
―
能
義
町
。
能
義
神
社
奥
ノ
院
首
墳
と
称
す
る
二
重
に
注
を
め
ぐ
ら
す
円
墳

（外
漫
径
五
五
メ
ー
ト
ル
、
内
注
径
二
九
メ
ー
ト
ル
）
、

上
ノ
谷
古
墳
と
称
す
る
径

一
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
に
家
形
石
棺
の
蓋
に
似
た
四
個
の
突
起
の
あ
る
蓋
を
も
つ
一
種
の
箱
式
棺
を
主
体
と
し
玉
類

等
の
出
上
の
伝
え
ら
れ
る
首
墳
、
そ
の
他
小
円
墳
群
等
を
含
ん
で
い
る
。

２５
　
祝
　
部
　
横
　
穴
　
群
―
―
飯
生
町
。

２６

長

江

山

横

穴

群
―

ク

２７

大

　

平

　

横

穴
―

歩

２８
　
飯
生
八
幡
宮
山
横
穴
群
―
―
ク

２９
　
孝思
多
岐
神
社
山
古
墳
群
十
１
″
　
　
　
　
　
小
形
円
墳
数
基
。

３０

宮

谷

横

穴

群
―

ク

３．

築

　

山

　

横
　

穴
―
―
″

３２
　
西
宮
谷
横
穴
群
―
―
利
弘
町
。

３３
　
首
寺
谷
横
穴
群
―
―
ク

３４
　
天
神
山
古
墳

・
天
神
山
横
穴
―
―
沢
町
。
前
者
は
径
約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
が
、
丘
上
に
あ
り́
、
頂
上
面
に
地
山
面
が
あ
ら
わ
れ
盛
土
少
な
く
、
埴
輪

を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
で
、
古
式
の
様
相
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

３５
　
鍵
尾
土
装
墓
群
―
―
丘
陵
頂
上
に
土
娠
墓
の
群
集
す
る
も
の
で
、
昭
和
三
七
ど
三
八
年
に
山
本
が
調
査
し
た
。
初
期
の
上
師
器
が
多
量
に
検
出
さ
れ
、
山
陰
の
上
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壊
墓
群
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る

ε
Ｊ

。

３６
　
社
日
山
古
墳
―
―
折
坂
町
。
方
墳
で
あ
る
。

３７
　
奥
田
山
横
穴
群
―
―
″

３８
　
小
谷
土
頻
墓
―
―
‐切
川
町
。
丘
上
に
あ
り
、
昭
和
二
九
？
四
〇
年
に
近
藤
正
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
土
娠
の
中
に
組
合
木
棺
を
仕
組
ん
だ
も
の
で
、
上
首
初
期

の
傍
製
鏡
と
考
え
ら
れ
る
内
行
花
文
鏡
や
刀
子

・
鈍
が
壊
内
か
ら
検
出
さ
れ
、
ま
た
墓
上
に
供
献
さ
れ
た
土
師
器
類
は
土
師
器
の
初
期
に
近
い
も
の
で
あ
る

０
じ

。

３９
　
加
茂
舟
形
棺

・
同
箱
式
棺
―
―
加
茂
町
。
丘
上
に
あ
り
、
首
式
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

４０
　
源

〓
一
谷

横

穴
―
―
加
茂
町
。

４

飯

島

山

横

穴
―

ケ

４２
　
赤

崎

横

穴

群
―
―
赤
崎
町
。

４３
　
大

荒

神

横
穴
群
―
―
月
坂
町
。

４４
　
中
尾
奥
横
穴

。
日
仮
屋
横
穴
―
―
ク

以
上
は
安
来
平
野
西
部
に
お
け
る
首
墳
の
大
体
の
姿
を
示
す
た
め
に
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
未
調
査
の
区
域
も
あ
っ
て

（た
と
え
ば
田
頼
山
の
麓
方
面
等
）
こ
の
平
野

の
縁
辺
の
丘
陵
に
は
、
い
た
る
所
に
首
墳
が
分
布
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
古
式
の
様
相
の
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
規
模
の
大
き
な
も
の
は
、
造

山
吉
墳
群
が
代
表
的
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
附
近
に
西
赤
江
宮
山
古
墳
や
塩
津
方
墳
、
大
成
首
墳
な
ど
比
較
的
大
き
な
も
の
が
集
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
安
来
平

野
の
西
部
で
は
、
後
期
首
墳
に
は
墳
丘
の
顕
著
な
も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、
こ
の
点
簸
川
平
野
方
面
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
が
、
小
規
模
で
も
石
棺
式
石
室
の
整
美
な
も

の
や
、
横
穴
で
も
石
棺
を
も
つ
も
の
、
優
秀
な
副
葬
品
の
出
土
し
た
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
と
も
か
く
も
、
造
山
お
よ
び
そ
の
附
近
の
地
域
は
、

出
雲
国
中
で
も
、
も
っ
と
も
古
い
様
相
の
古
墳
と
し
て
は
大
形
の
も
の
が
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
　
墳

丘

墳
丘
は

一
種
の
方
形
墳
で
あ
っ
て
、
す
そ
に
石
垣
状
の
列
石
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る

（図
版
第
二
）
。
列
石
を
目
安
と
し
て
そ
の
広
さ
を
い
う
な
ら
ば
、
少
な
く
と

も
東
西
約
五
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
四
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
を
墓
域
と
し
て
加
工
し
施
設
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
頂
上
部
と
東
西
の
両
斜
面
お
よ
び
南
斜
面

の
西

部
等
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は
、
畑
や
孟
宗
藪
と
し
て
開
墾
さ
れ
た
た
め
、
か
な
り
原
形
を
損
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、　
一
応
現
況
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。
頂
上
面
は
、
東
西
三
二
？
二
三

メ
ー
ト
ル
、
南
北

一
五
？

一
六
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ば
長
方
形
の
平
面
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
頂
上
面
の
う
ち
、
大
体
に
元
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
北
の

一
辺

と
東
の
一
辺
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
が
い
に
ほ
ぼ
直
角
を
な
し
て
い
る
。
な
お
西
側
で
も
最
高
所
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
の
等
高
線
も
北
の
辺
に
ほ
ぼ
直
角
を

な

し

て

い

る
。
頂
上
面
の
西
部
の
南
側
は
隅
角
部
が
北
の
方
へ
寄
っ
て
西
の
辺
は
短
か
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
あ
た
り
が
孟
宗
竹
の
藪
に
な
っ
て
お
り
、
客
土
な
ど
の
た
め
削

ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

次
に
斜
面
の
状
態
を
見
る
。
ま
ず
北
側
斜
面
は
か
な
り
急
斜
面
を
な
す
が
、
頂
上
か
ら
二

・
五
？
五
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
に
緩
傾
斜
の
部
分
が
あ
り
、
点
々
と
頭
ほ
ど

の
石
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
三

・
五
ど
四
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
が
墳
丘
の
す
そ
に
あ
た
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
丁
度
縁
の
よ
う
に
平
地
が
め
ぐ
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
次
に
東
側
で
は
頂
上
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所
に
す
そ
が
あ
り
、
す
そ
か
ら
外
は
広
い
平
地
と
な
っ
て
い
る
。
件
の
す
そ
の
所
に
は

一
直
線
に
石
垣
状
に
石
を

積
み
並
べ
て
い
る
状
態
が
約

一
九
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
遺
存
す
る

（図
版
第
四
お
よ
び
第
３
図
）
。
そ
の
高
さ
は
、
現
在
で
は

一
メ
ー
ト
ル
に
達
し
な
い
低
い
も
の
で

は
あ
る
が
五
〇
？
二
〇
セ
ン
チ
の
割
石
を
用
い
た
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
は
今
少
し
高
く
積
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
列
石
に
つ
い
て
や
ゃ
疑
間
で
あ
る

こ
と
は
、
列
石
の
方
向
は
頂
上
面
の
長
方
形
の
東
の
辺
と
正
し
く
平
行
し
な
い
こ
と
と
、
東
南
の
隅
角
部
の
す
そ
は
列
石
の
線
を
越
え
て
東
へ
は
み
出
し
て
い
る
こ
と
と

で
あ
る
。
列
石
の
線
が
頂
上
面
の

一
辺
と
平
行
し
な
い
の
は
墳
丘
築
成
に
際
し
企
画
が
精
密
で
な
か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
隅
角
部
が
は
み
出
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
部
分
の
切
削
整
形
工
事
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
後
に
何
ら
か
の
事
情
で
頂
上
部
の
上
が
こ
の
所

へ
持
ち
出
さ
れ
た
た
め
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
発

据
し
て
土
層
を
検
べ
な
か
っ
た
の
で
確
実
な
判
定
は
で
き
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

次
に
南
の
斜
面
に
つ
い
て
見
る
と
、
頂
上
か
ら
二

・
五
メ
ー
ト
ル
余
り
下
っ
た
と
こ
ろ
に
高
さ

一
・
一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
第

一
列
石
が
あ
り
、
そ
の
外
方
は
縁
の
よ

う
な
平
地
を
な
し
て
い
る

（図
版
第
五
お
よ
び
第
３
図
）
。
こ
の
第

一
列
石
は
二
ど
三
〇
セ
ン
チ
程
度
の
割
石
移
多
く
用
い
て
い
る
。
こ
の
列
石
は
、
孟
宗
藪
に
な
っ
て

い
る
西
部
で
は
失
わ
れ
、
ま
た
東
端
部
で
崩
れ
て
散
乱
状
態
移
呈
し
て
い
る
。
第

一
列
石
か
ら
南
へ
約
七

・
五
？
八
メ
ー
ト
ル
を
へ
だ
て
て
等
高
線
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
六

・
五
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
に
第
二
列
石
が
あ
る
。
高
さ
は
約

一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
列
石
の
南
方
約
二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
等
高
線
八
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
に

第
二
の
列
石
が
あ
る

（図
版
第
六
の
上
）
。
一局
さ

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
西
側
の
斜
面
に
つ
い
て
見
る
と
、
頂
上
面
の
端
か
ら

一
一
？

一
三
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
に
急
斜
面
や
、
転
石
が
あ
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
に

一
つ
の
段
な
り
列
石
な

り
が
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
さ
ら
に
西
方

一
五
ど

一
七
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
と
こ
ろ
、
等
高
線
八

・
五
メ
ー
ト
ル

の
あ
た
り
に
、
高
さ
元
約

一
。
ニ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
列
石
が
遺
存
す
る

（図
版
第
六
の
下
）
。
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調
査
区
分
図
や
墓
装
の
実
測
図
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
墳
丘
の
上
面
は
、
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
り
発
掘
を
な
し
、
ま
た
、
列
石
の
清
掃
そ
の
他
墳
丘
斜
面
に
つ

い
て
は
、
よ
ほ
ど
注
意
し
て
観
察
し
た
け
れ
ど
も
埴
輪
は

一
片
も
検
出
し
な
か
っ
た
の
で
、
元
来
埴
輪
は
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
差
支
な
か
ろ
う
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
列
石
の
配
置
か
ら
す
る
と
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
列
石
の
範
囲
は
少
な
く
と
も
墓
域
と
し
て
こ
の
よ
う
に
工
事
を
施
し
た
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
東
西
は
少
な
く
と
も
五
八
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
北
は
急
斜
面
の
す
そ
の
段
の
よ
う
な
所
か
ら
を
墓
域
と
し
、
南
は
第
二
の
列
石
ま
で
と
す
る
と
約
四
四
メ
ー
ト

IWトレンチ†ェ
_モ トレンテ

第 4図 墳 丘 土 層 実 測 図
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ル
の
銅
囲
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
範
囲
を
造
山
第
二
号
墳
の
範
囲
と
す
る
と
、
南
側
に
つ
い
て
は
、
第

一
列
石
の
附
近
を
除
け
ば
第
二
。
第
二
の

列
石
の
あ
た
り
な
ど
、
自
然
の
山
丘
に
格
別
切
削
整
形
し
た
と
も
見
え
な
い
。
西
側
斜
面
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
頂
上
面
に
接
す
る
斜
面
は
極
め
て
緩
傾
斜

で
あ

っ

て
、
開
墾
の
た
め
頂
上
の
土
が
西
側
へ
推
し
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
た
が
、
こ
の
部
分
の
・Ｗ
ト
レ
ン
チ
を
発
掘
し
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
僅
か
な
耕
上
の

下
は
地
山
で
あ
っ
て
、
古
墳
本
来
の
斜
面
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

（図
版
第
六
お
よ
び
第
４
図
）
。
ま
た
西
側
の
列
石
の
あ
た
り
を
図
に
よ
っ
て
見
て
も
、
そ
れ
が
ほ

と
ん
ど
自
然
の
山
丘
の
地
形
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
括
し
て
い
え
ば
、
こ
の
首
墳
は
、
上
面
は

一
応
正
し
い
長
方
形
に
加
工
し
、
墳

丘
上
部
に
つ
い
て
は
、
北

。
東

。
南
の
三
方
は
大
体
方
形
墳
ら
し
く
切
削
し
、
西
側
も

一
応
は
稜
線
を
も
つ
よ
う
に
加
工
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
を
同

一
傾

斜
を
も
つ
整
然
と
し
た
方
形
の
墳
形
を
呈
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
工
事
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
墳
丘
に
つ
い
て
今

一
つ
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
墓

壊
以
外
の
頂
上
部
で
は
、
耕
作
土
層
の
下
は
地
山
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
盛
っ
た
土
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
は
存
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
造
山
三
号
墳
の
墳
丘
は
、
自
然
の
丘
陵
の
頂
上
を
利
用
し
、
そ
の
頂
上
部
を
簡
略
に
切
削
し
て

一
応
長
方
形
に
加
工
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
労
を
費
さ

ず
、
ま
た
厳
密
な
設
計
も
な
く
築
造
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墓
域
と
し
て
は
少
な
く
と
も
東
西
五
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
四
メ
ー
ト
ル

と
い
う
相
当
大
き
な
古
墳
と
し
て
築
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
否
あ
る
い
は
こ
の
丘
陵
全
体
を
墳
丘
に
見
立
て
た
の
か
と
さ
え
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

内

部

造

主
体
構
造
は
、
扁
平
な
割
石
を
小
口
積
み
に
し
た
、
長
さ
四

・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
堅
穴
式
石
室

一
基
で
あ
る
。

こ
の
石
室
を
構
築
す
る
た
め
に
掘
設
し
た
墓
羨
は
、
上
縁
の
東
西
八

・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
九
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
長
方
形
で
あ
る
が
、
石
室
の
蓋
石
の
上
面
ぐ
ら
い
の

深
さ
の
と
こ
ろ
で
北

。
東

。
西
の
二
方
は
段
を
な
し
て
お
り
、
こ
と
に
東
は
こ
の
段
が
他
の
側
よ
り
も
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
も
広
く
と
ら
れ
て
い
る

（図
版
第
九
ど

一
〇
お
よ
び
第
５
図
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
蓋
石
上
面
の
高
さ
の
所
に
お
け
る
墓
壊
の
広
さ
は
、
北
端
で
約
六
メ
ー
ト
ル
、
南
端
で
約
四

・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
七

・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
石
室
の
蓋
石
の
下
面
の
高
さ
か
ら
下
は
急
傾
斜
で
下
降
し
、
如
え
積
み
の
石
の
外
側
と
ほ
と
ん
ど
接
し
て
い
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、

墳
頂
に
は
耕
土
の
ほ
か
に
は
確
実
な
盛
り
土
と
認
め
得
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
下
は
地
山
で
あ
る
た
め
に
、
墓
壊
は
す
な
わ
ち
地
山
を
据
撃
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
形
状
を
容
易
に
確
認
し
得
る
状
態
に
あ
っ
た
。

石
室
は
、
墓
壊
の
中
央
よ
り
西
に
偏
し
て
西
壁
に
密
接
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る

（図
版
第
八
の
下

。
第
５
）
。
蓋
石
は
五
枚
の
平
な
割
石
を
長
さ
五

・
三
メ
ー
ト
ル
に

構
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わ
た
っ
て
並
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
頭
の
方
と
思
わ
れ

る
北
端
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
大
形
の
石
を
用
い
、
足

の
方
で
あ
る
南
部
は
小
形
の
石
を
用
い
て
い
る
。
石
の

大
き
さ
は
、
大
形
の
も
の
は
幅

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一

。
九
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
あ
り
、
小
形
の
も
の
は
幅
六
〇

セ
ン
チ
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
厚
さ
は

一
五
ｔ
二
〇
セ
ン
チ
程
度
の
扁
平
な
石
で
あ
る
。
こ
れ

ら
蓋
石
は
黒
色
の
石
で
あ
る
が
、
そ
の
表
面
は
自
色
を

呈
し
て
お
り
、
露
出
し
て
こ
ろ
が
っ
て
い
た
石
を
多
く

用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
の
蓋
石
と
蓋

石
と
の
接
合
部
に
は
小
形
の
割
石
を
置
い
て
陳
き
間
を

塞
い
だ
後
、
責
色
の
粘
土
を
五
ど

一
〇
セ
ン
チ
の
厚
さ

で
被
覆
す
る

（第
６
図
）
。
粘
上
の
表
面
に
は
丹
を
塗

っ
た
形
跡
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
粘
土
被
覆
に

つ
い
て
注
意
さ
れ
た
こ
と
は
、
蓋
石
の
全

面

に
及
ば

ず
、
北
端
の
蓋
石
の
如
き
は
、
接
合
郡
以
外
は
大
部
分

粘
上
で
覆
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る

（図
版
第

八
の
上
）
。
こ
れ
は
蓋
石
か
ら
地
表
ま
で
比
較
的
浅
い

た
め
、
後
に
開
墾
そ
の
他
で
損
ぜ
ら
れ
た
部
分
も
あ
り

得
る
が
、
元
来
粘
土
被
覆
が
比
較
的
簡
単
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

次
に
石
室
内
部
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
空
間
の
大
き
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0        11n
第 6図 石室蓋石粘土被覆状態実測図

第 7図 石 室 蓋 石 実 測 図

9                  4n

第 8図 石 室 上 面 実 測 囲



21

第 9図 石室外部東側排水薄断面実測図

さ
は
、
縦
す
な
わ
ち
南
北
の
長
さ
四

・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
頭
の
方
と
思
わ
れ
る
北
部
で

一
メ
ー
ト
ル
、
南

部
で
九
〇
セ
ン
チ
、
中
央
部
で
約
九
五
セ
ン
チ
あ
り
、
床
か
ら
天
丼
ま
で
の
高
さ
は
北
部
で
九
〇
セ
ン
チ
、
南

部
で
九
〇
セ
ン
テ
、
中
央
部
で
約

一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

（図
版
第

一
一
）
。
地
表
か
ら
蓋
石
ま
で
の
深
さ
は
約

七
〇
セ
ン
チ
あ
り
、
室
の
床
面
は
地
表
か
ら
約
ニ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
位
置
に
あ
た
っ
て
い
る
。
室
内
に
つ
い

て
、
と
く
に
注
意
さ
れ
る
の
は
床
面
の
構
造
で
あ
る
。
床
面
が
横
断
面
に
お
い
て
Ｕ
字
形
に
く
ば
ん
で
い
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
部
附
形
休
喘
ど
収
容
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
種
の
竪
穴
式
石
室
の
通
例
に
則
る
も

の
で
あ

る

が
、
特
色
の
あ
る
の
は
粘
土
床
で
は
な
く
礫
床
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

（図
版
第

一
二
）
。
壁
に
沿
う
た
と
こ
ろ

で
は
七
ど
八
セ
ン
チ
乃
至

一
〇
セ
ン
テ
ば
か
り
の
大
形
の
川
石
を
用
い
、
中
央
部
は
二
？
三
セ
ン
チ
の
小
さ
な

川
砂
利
を
用
い
て
い
る
。
礫
の
厚
さ
は
、
側
壁
に
接
す
る
所
で
は
二
五
セ
ン
テ
以
上
、
中
央
で

一
〇
セ
ン
チ
ば

か
り
で
、
そ
の
下
は
地
山
を
削
っ
た
平
面
で
あ
っ
て
、
側
壁
の
割
石
は
こ
の
地
山
面
か
ら
積
み
上
げ
て
い
る
。

床
の
構
造
と
し
て
第
二
に
注
意
す
べ
き
は
、
細
長
い
室
底
の
両
端
か
ら
四
〇
セ
ン
チ
の
あ
た
り
と
、
中
央
部
と

の
三
ケ
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
側
壁
に
接
し
て
長
さ
三
〇
？
五
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
三
？

一
五
セ
ン
チ
ば
か
り
、
幅

二
五
ど
二
七
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ま
る
い
川
石
を
、そ
れ
ぞ
れ

一
対
ず

つ
対
称
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
ま
ず
割
竹
形
の
木
棺
を
置
く
際
に
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
棺
を
安
定
さ
す
目
的
を
以
て
配
置
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
な
お
石
室
内
の
北
端
の
壁
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
の
所
に
、
壁
と
平
行
し
て
ほ
ぼ
中
央
に
幅
八
セ
ン
チ
長

さ
約

一
五
セ
ン
チ
高
さ
約

一
〇
セ
ン
チ
の
粘
土
塊
が
礫
床
面
に
乗
っ
て
お
り
、
同
様
に
南
壁
か
ら
約
二
〇
セ
ン

チ
の
所
に
も
幅
約

一
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
三
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
八
セ
ン
チ
ば
か
つ
の
粘
土
塊
が
遺
存
し
た
。
床
の

構
造
と
し
て
第
二
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
礫
床
の
下
に
設
け
た
排
水
溝
で
あ
る

（図
版
第

一
五
の
上
）
。
す
な

わ
ち
、
室
の
中
央
を
縦
断
し
て
礫
床
下
の
地
山
面
を
掘
り
、
小
形
の
席
平
な
割
石
を
Ｖ
字
形
に
並
べ
た
も
の
で

あ
る
。
幅
約
二
五
セ
ン
チ
、
深
さ
約

一
五
セ
ン
チ
の
濤
で
あ
る
。
そ
れ
が
礫
床
の
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
室
内
に
侵
入
し
た
水
は
礫
を
通
っ
て
尽
く
こ
の
排
水
濤
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
礫
床
の
北
端
ど
南
端
と
で
は
南
す
な
わ
ち
足
の
方
が

一
〇
セ
ン
チ
以
上
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
濤
に
集
ま
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っ
た
水
は
南
端
に
向
か
っ
て
流
れ
室
外
に
導
か
れ
る
仕
組
と
な
っ
て
い
る
。
室
の
南
端
壁
の
下
を
通
っ
た
濤
は
後
に
記
す
よ
う
に
南
壁
の
如
積
石
の
外

へ
出

る
と

こ
ろ

で
、
東
壁
と
西
壁
の
如
積
石
の
外
側
の
排
水
濤
と
合
流
し
て
墳
丘
の
南
斜
面
の
下
を
南
側
第
―
列
石
の
下
へ
と
導
か
れ
て
い
る
。

次
に
石
室
の
壁
石
は
、
い
わ
ゆ
る
扁
平
な
割
石
の
小
口
積
の
手
法
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
種
の
古
式
の
竪
穴
式
石
室
の
通
例
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
石
材

に
つ
い
て
み
る
と
、
幅
は
六
〇
セ
ン
チ
内
外
の
も
の
が
多
く
、
厚
さ
は

一
〇
ど

一
三
セ
ン
チ
程
度
の
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は

一
五
セ
ン
チ
程
度
の
比
較
的
厚
い
も
の
も

混
じ
て
い
る
。
ま
た
広
い
方
の
面
に
は
、
丸
味
を
帯
び
た
面

を
も
つ
も
の
も
あ
り
、
川
石

・
野
石
の
類
を
割
っ
て
用
い
た

も
の
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
こ
の
種
の
石
室

と
し
て
は
、
そ
の
積
み
上
げ
た
面
は
や
や
粗
雑
な
感
じ
を
与

え
る
の
で
あ
る
。
石
と
石
と
を
積
ん
だ
空
際
に
は
責
色
粘
土

を
詰
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
諸
所

に
遺
存
す
る
。
次
に
室
壁
の
形
態
に
関
し
注
意
さ
れ
る
こ
と

と
し
て
、
隅
角
部
を
整
然
と
直
角
に
積
ま
ず
、
ま
る
味
を
も

た
せ
て
構
築
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
僅
か
に
こ
う
し
た
傾

向
の
も
の
は
、
時
に
見
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
よ
う

で
あ

る

が
、
こ
の
石
室
の
場
合
は
そ
の
程
度
が
や
や
極
端
な
と
い
う

印
象
を
与
え
る
。

次
に
拍
積
で
あ
る
が
、
東
側
を
発
掘
し
て
点
検
し
た
と
こ

ろ
で
は
、
室
壁
を
構
成
す
る
石
の
外
側
に
は
属
平
な
割
石
の

み
な
ら
ず
比
較
的
馬
平
な
野
石
な
ど
も
ま
ぜ
て
積
み
、
加
積

の
外
縁
の
下
部
は
墓
墳
壁
の
す
そ
の
近
く
ま
で
及

ん

で

い

る
。
東
側
の
如
積
は
、
石
室
の
壁
の
内
面
か
ら
計
っ
て
、
上

部
で
約

一
メ
ー
ト
ル
、
下
部
で

一
・
三
ど

一
・
四
メ
ー
ト
ル

第10図 石 室 外 部 南 側 排 水 濤 実 測 図
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で
あ
る
。
墓
壊
壁
の
す
そ
の
所
、
加
積
の
外
縁
の
底
ざ
わ
の
所
に
石
室
の
底
と
同
様
に
、
小
形
の
扁
平
な
割
石
を
以
て
断
面
Ｖ
字
形
の
排
水
溝
を
設
け
、
薄
内
に
は
径
三

セ
ン
チ
ば
か
り
の
ま
る
い
礫
を
詰
め
て
い
る

（図
版
第

一
五
の
中
お
よ
び
第
９
図
）
。
こ
の
薄
は
石
室
の
底
の
濤
よ
り
や
や
低
い
位
置
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
石
室
壁
石
の

下
の
地
山
面
は
室
外
の
排
水
濤
の
方
へ
僅
か
に
傾
斜
し
た
面
を
も
つ
よ
う
に
削
り
そ
の
上
に
袖
積
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
拍
積
を
伝
う
た
水
も
こ
と
ご
と
く
室
外
の
排
水

濤
に
集
結
で
き
る
よ
う
に
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
墓
壊
壁
の
す
そ
の
排
水
濤
は
東
西
両
側
に
あ
っ
て
南
方

へ
走
り
、
そ
れ
は
室
の
南
側
の
拍
積
の
外
縁
の

中
央
で
、　
前
に
記
し
た
よ
う
に
石
室
中
央
を
縦
貫
し
た
排
水
溝
と
合
流
す
る
の
で
あ
る

（図
版
第

一
五
の
下
お
よ
び
１０
図
）
。　
三
者
合
流
し
た
濤
は
馬
平
な
割
石
で
構
成

し
た
蓋
の
あ
る
暗
渠

（断
面
逆
梯
形
）
と
な
り
、
南
側
斜
面
の
地
下
を
降
下
し
、
南
側
の
第

一
列
石
の
下
を
潜
り
、
さ
ら
に
下
方
へ
と
通
じ
て
い
る
。
こ
の
暗
渠
は
、
合

流
点
で
は
蓋
裏
の
幅
約
五
〇
セ
ン
チ
、
深
さ

一
五
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
第

一
列
石
の
あ
た
り
で
は
蓋
裏
の
幅
二
〇
セ
ン
チ
、
底
面
の
幅

一
五
セ
ン
チ
、
深
さ

一
五
セ
ン
チ

ば
か
り
で
あ
る

（図
版
第

一
六
お
よ
び
第
■
図
）
。

さ
て
こ
の
石
室
が
、
墳
丘
上
に
お
い
て
占
め
る
位

置
は
、
墳
丘
頂
上
面
の
東
西
の
ほ
ば
中
央
に
位
し
て

い
る
が
、
頂
上
面
の
南
辺
と
北
辺
と
の
関
係
か
ら
い

う
と
極
端
に
南
に
片
寄

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
頂
上

面
の
北
半
部
に
も
何
等
か
の
主
体
構
造
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
が
、
発
掘
し
て
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
そ
う
し
た
構
造
の
存
し
な
い
こ
と
は
、
さ
き

に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
南
に
偏
在
す

る
の
は
奇
異
の
感
を
い
だ
か
せ
る
が
、
南
側
の
第

一

列
石
の
所
を
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
が
通
っ
て

お
り
、
北
側
の
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
は
、
そ

こ
ま
で
は
急
斜
面
で
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
段
の
面
の

よ
う
な
緩
斜
面
の
姿
を
と
り
あ
た
か
も
そ
こ
が
墳
丘

の
す
そ
の
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
、

第11図 南側第 1列石附近の排水溝実測図
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第12図 石 室 内 遺 物 出 土 状 態

（
こ
こ
に
も
列
石
が
埋
没
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）。
仮
り
に
南
北
両
斜
面
で
三
・
五
メ
ト
ト
ル
の
等
高
線
を
押
え
、

そ
の
中
点
を
求
め
る
と
、そ
れ
は
ほ
ば
石
室
の
中
心
に
近
い
位
置
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
こ
の
首
墳
の

築
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
墳
丘
の
中
央
に
石
室
を
構
築
す
る
意
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
南
側
に
は
さ
ら
に
土
盛
り
を
し
て
墳
形
を
完
成
す
る
つ
も
り
で
ぁ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（こ
の
部
分
の

封
土
が
流
失
し
た
こ
と
も
考
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
が
、そ
れ
な
ら
ぱ
列
石
な
ど
は
も
っ
と
埋
没
し
て
い
る
は
ず
で
ぁ
る
）
。

一ハ　　　遺

物

発
見
さ
れ
た
遺
物
の
品
目
移
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

墓
墳
内
の
埋
上
の
上
部
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の

上
師
器
片

器
台
破
片

．　
小
形
壼
破
片

（
二
種
）

低
脚
式
高
郭
破
片
　
二

石
室
内
部
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の

上
師
器
片

器
台
破
片

小
形
壷
破
片

三
角
縁
二
神
三
獣
鏡
　
一

玉
　
類
碧
玉
製
管
玉
　
　
一一一〇

（肉
　
太
形
三
二
　
細
形
八
）
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ガ
ラ
ス
製
小
玉
　
　
一二
二

鉄
器
類
刀
子
　
　
一

や
り
が
ん
な

鈍
　
　
　
一

ま
ず
土
師
器
で
あ
る
が
、
図
版
第

一
七
に
示
し
た
の
は
器

形
や
部
分
の
大
体
弁
別
で
き
る
も
の
を
選
ん
だ

の

で
あ

っ

て
、
石
室
の
内
外
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
の
総
量
は
写
真
に

示
し
た
も
の
の
十
倍
ぐ
ら
い
は
あ
る
が
、
細
片
か
ま
た
は
壺

の
胴
部
な
ど
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
出
上
位
置
か
ら
い
う
と
、

石
室
外
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、
石
室
の
蓋
石
列
の
中
央
部
の

上
の
埋
め
土
の
直
経
約
ニ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
範
囲
と
、
そ

の
東
方
、
蓋
石
の
中
央
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
の
径

二
〇
セ
ン
チ
ば
か
り
の
所
と
で
あ
っ
た

（第
５
図
）
。
深
さ

は
、
蓋
石
の
上
方
で
は
地
表
下
五
〇
セ
ン
テ
内
外
で
、
中
に

は
蓋
石
を
や
や
外
れ
た
所
で
は
蓋
石
の
下
面
に
近
い
位
置
の

も
の
も
す
こ
し
は
あ
っ
た
。
東
の
方
に
離
れ
て
検
出
さ
れ
た

破
片
群
は
地
表
下
五
〇
ｔ
七
〇
セ
ン
チ
の
位
置
か
ら
検
出
さ

れ
た
。
次
に
石
室
内
か
ら
小
破
片
が
検
出
さ
れ
た
の
は
、
や

や
奇
異
の
感
を
与
え
る
け
れ
ど
も
、
石
室
内
に
は
所
に
よ
っ

て
は

一
〇
セ
ン
チ
以
上
も
埋
土
が
流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
に

土
器
片
が
混
じ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
で
、
石
室
外
の
墓

壊
の
埋
め
土
に
混
じ
て
い
た
も
の
が
陥
入
し
た
も
の
と
判
断
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さ
れ
た
。
蓋
石
の
粘
上
の
被
覆
は
簡
単
で
あ
り
、
欠
如
す
る
部
分
も
少
な
く
な
い
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
空
陳
か
ら
漏
れ
て
陥
入
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

（木
の
根
に
押
さ
れ
た
り
、
果
樹
を
植
え
た
り
し
た
場
合
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
）
。
そ
れ
故
こ
れ
ら
の
土
師
器
は
も
と
は
す
べ
て
埋
め
土
に
混
じ
て
い
た
も
の
と

し
て

一
括
し
て
取
り
扱
っ
て
よ
い
と
思
う
。
形
式
や
質
の
上
で
も
全
く
区
別
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
土
師
器
片
は
、
胎
土
は
い
わ
ゆ
る
こ
し
土
で
は
な
い
が
大

形
の
砂
粒
は
含
ま
ず
、
薄
手
で
明
る
い
赤
褐
色
を
呈
し
、
す
こ
ぶ
る
脆
く
な
っ
て
い
て
破
片
の
接
合
は
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
。
そ
れ
故
個
体
数
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難

0                10cm

第14図 土 師 器 参 考 図 (1鍵尾 2大成 3松本 1号 4小谷)

で
あ
る
。
僅
か
に
既
知
の
類
品
に
よ
っ
て
全
形
を
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い

（第
１３
図
）
。

ま
ず
器
台
に
つ
い
て
見
る
に
、
上
下
の
中
央
に
く
び
れ
が
あ
り
、
そ
の
上
下
に
突
帯
状
の
稜
線
を
め
ぐ
ら

し
、
そ
こ
か
ら
上
と
下
と
双
方
へ
外
反
し
な
が
ら
長
く
口
縁
と
脚
と
が
の
び
て
あ
た
か
も
断
面
が
５
の
字
形

の
口
縁

（い
わ
ゆ
る
二
重
口
縁
あ
る
い
は
複
合
口
縁
）
を
も
つ
首
式
の
壺
形
土
器
の
日
縁
の
よ
う
な
具
合
に

な
っ
て
い
る
も
の
―
―
文
字
通
り
の
鼓
形
器
台
―
―
で
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
山
陰
地
方
の
首
式
土
師
器

で
は
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
品
で
あ
り
、　
古
墳
出
土
例
で
は
島
根
県
三
刀
屋
町
松
本

一
号
墳

盆
Ｌ

に
も

そ
の
例
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
器
台
の
源
流
は
、
山
陰
の
弥
生
式
土
器
の
終
末
期
に
比
定
で
き
る
安

来
市
九
重
土
壊
墓
出
上
の
九
重
式
土
器

底
じ

に
見
ら
れ
、　
定
形
化
し
た
も
の
は
同
市
錠
尾
土
壊
墓
で
多
数

検
出
さ
れ
、　
古
式
土
師
器
の
期
間
に
盛
行
す
る
も
の
で
あ
る

Ｃ
Ｕ

（第
１３
図
７
？
１２
）
ｏ
な
お
第

１４
図

参

照
）
。
小
形
垂
は
二
種
の
器
形
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の

一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
５
の
字
形
日
縁
を
も

つ
式
の
も
の
で
、
口
径

一
〇
セ
ン
テ
余
り
の
品
で
、
底
部
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
小
形
品
は
早

く
か
ら
丸
底
化
す
る
の
で
、
こ
れ
も
丸
底
と
考
え
ら
れ
る
。
一肩
部
に
施
文
が
あ
る
か
ど
う
か
は
い
た
み
が
甚

し
い
の
で
不
明
で
あ
る

（第
１３
図
１
１
５
）
。
第
二
の
と
は

一
セ
ン
チ
も
な
い
短
か
い
頸
が
や
や
内
傾
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
薄
手
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
（第
１３
図
６
）

低
脚
式
高
郭
と
仮
称
し
た
も
の
は
、
径
三

・
五
ど
四
セ
ン
チ
内
外
の
小
さ
く
低
い
脚
を
も
つ
も
の
で
、
郭

部
は
や
や
深
く
口
縁
が
内
湾
す
る
式
の
も
の
と
、
郭
部
の
浅
い
も
の
と
あ
り
、
後
者
に
甚
だ
浅
く
か
つ
日
縁

は
直
線
状
に
大
き
く
開
き
、
む
し
ろ
蓋
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
品
も
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
、
山
陰
の
古
式

土
師
器
の
初
期
と
考
え
る
安
来
市
鍵
尾
の
土
墳
墓
群
に
す
で
に
出
土
例
が
認
め
ら
れ
、
古
墳
出
土
例
で
は
安

ゝ

/
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来
市
荒
島
町
大
成
首
墳

・
飯
石
郡
三
刀
屋
町
松
本

一
号
墳
な
ど
い
ず
れ
も
前
期
型
の
古
墳
か
ら
の
出
土
品
が
あ
る

盆
し
　
（第
１３
図

・３

・
・４
ｏ
な
お
第
１４
図
参
照
）。

以
上
述
べ
た
土
師
器
は
細
片
で
あ
る
の
で
、
そ
の
時
期
等
に
つ
い
て
細
か
な
判
定
は
困
難
で
あ
る
。　
し
か
し
須
恵
器
出
現
以
前
の

古
式
土
師
器
と
し
て
の
特
徴
は
明
瞭
で
あ
る
。

鏡
は
舶
載
品
で
あ
っ
て
（図
版
第

一
七
お
よ
び
第
１５
図
）
、
い
わ
ゆ
る
半
肉
彫
式
神
獣
鏡
に
属
し
、
鏡
面
の
直
径

一
五
。四
セ
ン
チ
、背

面
径

一
四

・
五
セ
ン
チ
、
縁
は
高
さ
七
ミ
リ
の
三
角
縁
で
あ
っ
て
、
鏡
面
の
反
り
四
ど
五
ミ
リ
、
点
々
と
銹
化
し
て
う
け
た
部
分
も
あ

り
、広
く
割
れ
目
も
生
じ
て
は
い
る
が
、全
体
が
か
な
り
暗
黒
色
を
帯
び
、文
様
は
鮮
明
で
あ
る
。鏡
面
も
大
半
は
光
沢
を
保
っ
て
い
る
。

岡

Ｅ

隠

２２

日

Ｆ

,

2(3

４５

　

・７

図

２．

0                                                1o勁

第15図 鏡 断 面 実 測 図

El団 囲
G    40 ll ll

19    41

0                      5θ ″

第16図 管 玉 実 測 図
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鏡
の
大
き
さ
、
文
様
お
よ
び
表
出
の
手
法
等
、　
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
た
朝
鮮
大
同
江
面
梧
野
里
煉
瓦
土
取
場
発
見
の
鏡

屋
む

に
よ
く
似
た
も
の
で
、
た
だ
人
物
の
顔
の

向
き
な
ど
僅
か
な
相
違
が
あ
る
。
ま
た
大
和
佐
味
田
宝
塚

盆
υ

、
河
内
津
堂
城
山
古
墳

盆
じ

、
摂
津
岡
本

ヘ
ボ
ソ
塚

盆
じ

、
遠
江
庚
申
塚

α
Ｏ

等
の
出
土
鏡
に
類

す
る
も
の
で
あ
る
。
銘
文
は
左
ま
わ
り
に
、

吾
空
凶
党
自
高

紀
令
人
長
醗
鰐
芹
子
作
吏
高
遷
車
生
文
耳
宜
誓
ヵ
）

と
あ
る
。
こ
の
鏡
は
、
石
室
中
央
よ
り
や
や
北
寄
り
石
室
北
端
の
壁
か
ら

一
・
五
四
メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
礫
床
面
か
ら
僅
か
に
浮
い
て
遺
存
し
た
。
す
な
わ
ち
鏡
の
南
の

端
は
床
よ
り
二
・
三
セ
ン
チ
ほ
ど
浮
き
、
北
の
端
は
床
か
ら

一
一
セ
ン
チ
ば
か
り
高
い
位
置
を
占
め
て
僅
か
に
傾
斜
し
て
い
た
。

玉
類
の
う
ち
碧
玉
製
管
玉
は
合
計
三
〇
個
あ
る
が
そ
の
う
ち
の
二
二
個
は
太
形
で
あ
る

（図
版
第

一
九
お
よ
び
第
１６
図
）
。
色
は
淡
青
色
と
い
っ
た
方
が
近
い
。
磨
研

は
全
面
極
め
て
良
好
で
光
沢
が
あ
る
。
孔
は
す
べ
て
両
端
か
ら
穿
っ
た
も
の
で
、
両
端
に
お
け
る
大
き
さ
に
余
り
相
違
が
な
く
、
ま
た
両
端
か
ら
穿
っ
た
孔
が
中
央
部
で

か
す
か
な
き
わ
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
き
わ
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
に
研
か
れ
て
い
る
。
ま
た
孔
の
内
面
に
わ
ず
か
な
廻
転
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
も
の
も

あ
る
。
三
二
個
を
太
形
と
し
た
け
れ
ど
も
、
実
は
極
端
な
大
形
品
で
は
な
く
、
計
測
表
に
数
値
移
示
し
た
よ
う
に
、
も
っ
と
も
太
い
も
の
で
径

一
一
。
ニ
ミ
リ
で
あ
り
、

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左

棚
　
　
　
　
　
　
　
　
卍

三
角
縁
の
内
に
外
向
鋸
歯
文
、複
線
波
文
、

外
向

鋸
歯
文
を
配
し
、

そ
こ
か
ら
内
は

一

段
低
く
て
櫛
歯
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
た
内
に
銘

帯
を
め
ぐ
ら
す
。
内
区
に
は
円
座
を
も
つ
頭

表
　
　
の
ま
る
い
乳
を
四
個
配
し
、
各
乳
の
間
に
獣

測
　
　
形
を

一
黙
ず

つ
と
、
羽
翼
を
も
ち
冠
を
つ
け

『　　た人物一一体ずつとを配したものであ

管
　
　
る

（図
版
第

一
八
）
。
鉦
は
径
二
六
ミ
リ
高

さ
八
ミ
リ
あ
っ
て
円
座
を
も
つ
。
内
区
の
文

様
は
半
肉
彫
り
式
に
表
出
さ
れ
、
人
物
の
顔

面
は
横
向
き
前
向
き
、
斜
横
向
き
等
変
化
の

あ
る
か
な
り
柔
軟
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
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ま
た
細
い
も
の
は
六
ミ
リ
で
あ
る
。
長
さ
は
も
っ
と
も
長
い
も
の
で
二
五

・
ニ
ミ
リ
で
あ
り
小
形
の
も
の
は

一
三

・
七
ミ
リ
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の
種
の
玉
の
う
ち
の

一

つ
に
は
端
に
近
い
側
面
か
ら
斜
に

一
孔
を
穿
っ
た
も
の
が
あ
る
。
次
に
八
個
あ
る
細
形
の
方
は
太
形
の
も
の
よ
り
も

一
般
に
や
や
色
が
濃
い

（図
版
第

一
九
の
下
）
。
太

さ
は
最
大
の
も
の
で
四

・
八
ミ
リ
、
も
っ
と
も
細
い
も
の
は
三

・
五
ミ
リ
で
あ
り
、
長
さ
は
も
っ
と
も
長
い
も
の
が

一
二
ミ
リ
、
短
い
も
の
は
五

・
五
ミ
リ
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
両
端
か
ら
穿
孔
し
て
い
る
。
管
玉
は
す
べ
て
古
式
古
墳
に
通
有
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
小
玉
は
、
直
径
四
ミ
リ
内
外
、
高
さ
三

・
五
ミ
リ
内
外
の

も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
四
ミ
リ
程
度
の
も
の
も
あ
る
。
色
は
淡
青
色
で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
気
泡
が
認
め

ら
れ
る

（第
１６
区
の
下
）
。
や
は
り
そ
の
色
合
な
ど
首
式
古
墳
に
多
い
も
の
に
属
す
る
。
玉
類
の
遺
存
し
た
位

置
は
、
鏡
の
中
心
か
ら
北
へ
二
二
セ
ン
チ
ば
か
り
の
所
か
ら
、
鏡
の
南
約

一
メ
ー
ト
ル
の
間
、
す
な
わ
ち
南
北

一
・
二

一
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
散
乱
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
鏡
の
南
二
ど
三
〇
セ
ン
チ
の
あ
た
り
に
も
っ
と

も
多
く
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
石
室
の
中
で
の
位
置
か
ら
し
て
、
遺
骸
の
頭
部
の
置
か
れ
て
い
た
位
置
の
附

近
と
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

図
　
　
　
鉄
器
の
う
ち
、
刀
子
は
関
の
所
か
ら
先
端
ま
で
の
も
の
で
茎
の
部
分
を
欠
く

（図
版
第
二
〇

お

よ
び
第
１７

測
　
　
図
）
。
長
さ
五

・
ニ
セ
ン
チ
、
幅
約
九
ミ
リ
、
厚
さ
四
ミ
リ
ほ
ど
の
小
形
品
で
あ
る
。
柄
の
部
分
の
な
い
の
は

実
　
　
発
掘
の
際
に
散
供
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
附
着
し
て
い
る
布
の
形
は
関
の
所
の
切
断
面
を
覆
う

器
　
　
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
副
葬
し
た
と
き
す
で
に
柄
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
布
は

鉄
　
　
斜
め
に
あ
て
て
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
い
た
形
で
い
く
重
か
に
厚
く
ま
た
か
な
り
広
く
附
着
し
て
い
る
。

布

は
平

織

御
　
　
で
ヽ
一緑
叫

一
セ
ン
チ
に
つ
き
約

一
六
本
、
緯
は

一
セ
ン
チ
に
つ
き
約
二
〇
本
ほ
ど
の
割
で
通
っ
て
い
る
。
こ
の

刀
子
は
石
室
の
北
壁
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
、
床
の
中
央
よ
り
や
や
東
寄
り
の
位
置
に
遺
存
し
た
。

鈍
は
極
め
て
細
形
の
も
の
で
、
欠
損
部
が
あ
っ
て
正
し
い
長
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
部
長
さ
九

・
五
セ

ン
チ
あ
り
、
先
端
は
蛇
頭
形
で
、
そ
の
広
い
部
分
の
幅
約
六
ミ
リ
で
あ
る
。
柄
の
部
分
は
幅
約
四
ミ
リ
厚
さ
約

ニ
ミ
リ
あ
り
断
面
は
長
方
形
で
あ
る
。
先
端
部
に
は
約
四
ミ
リ
ほ
ど
の
反
り
が
る
。
先
端
部
の
断
面
は
低
い
三

角
形
に
近
い
形
で
あ
る
。
こ
の
鈍
に
も
布
が
附
着
し
て
い
る
。
や
は
り
平
織
で
そ
の
構
成
は
経

一
セ
ン
チ
に
つ

き
約

一
六
本
、
緯
は

一
セ
ン
チ
に
つ
き
約
二
〇
本
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
鉄
器
の
う
ち
刀
子
は
石
室
北
壁
か

Ｎ
留
岬
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ら

一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
、
鈍
も
刀
子
の
附
近
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

七
　
結

菰
岬

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
造
山
第
二
号
墳
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
そ
の
墳
形

・
墳
丘
の
修
飾
お
よ
び
墳
丘
の
土
層
構
成
等
の
概
要
、
内
部
構
造
の
細
部
、
主
体
内
部
の
副

葬
品
、
主
体
附
近
の
遺
物
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
墳
形
は
方
墳
の
系
統
に
属
し
、
そ
の
頂
上
面
は
長
方
形
を
呈
し
、
埴
輪
を
認
め
ず
、

斜
面
ま
た
は
墳
丘
の
す
そ
と
思
わ
れ
る
位
置
に

一
段
乃
至
三
段
の
石
垣
状
の
列
石
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
墳
丘
を
営
造
す
る
に
際
し
自
然
丘
に
対
す
る
加
工
は
簡
略

で
あ
っ
て
、
四
方
を
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
対
称
の
形
を
と
る
ま
で
に
徹
底
せ
し
め
ず
、
ま
た
墳
頂
に
は
盛
り
上
を
施
し
た
か
否
か
明
瞭
で
な
く
、
初
め
に
は
盛
り
上
を
施
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
極
め
て
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
部
構
造
は
、
や
や
長
方
形
の
墓
媛
を
深
く
地
山
に
穿
ち
、
壊
内
に
属
平
な
割
石
を
小
口
積

に
し
た
細
長
い
竪
穴
式
石
室
を

一
基
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
室
は
粘
土
床
を
も
た
ず
、　
礫
床
を
用
い
た
こ
の
種
石
室
と
し
て
は
他
地
方
に
は
例
の
少
な
い
手
法

を
以
て
し
、
さ
ら
に
室
の
内
外
に
は
入
念
な
排
水
濤
の
構
造
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
石
室
の
上
方
か
ら
土
師
器
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
古
式
古
墳
に
間

々
例
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
細
片
な
が
ら
あ
る
程
度
形
式
を
判
別
し
得
た
こ
と
は
幸
で
あ
っ
た
。
副
葬
晶
と
し
て
は
、
舶
載
の
三
角
縁
神
獣
鏡

一
面
は
優
秀
な
品
で
あ

る
が
、
碧
玉
管
玉
二
〇
個
、
ガ
ラ
ス
小
玉
三
二
の
ほ
か
は
、
小
鉄
器
僅
か
に
二
個
で
あ
っ
て
、
墳
丘
並
び
に
主
体
構
造
の
規
模
と
対
照
し
て
副
葬
品
が
僅
少
で
あ
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。

さ
て
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
実
に
関
連
す
る
若
子
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
第

一
に
墳
形
が
方
墳
の
系
統
に

属
す
る
点
で
あ
る
が
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
造
山
古
墳
群
三
丞
の
う
ち
第

一
号
墳
は
大
形
の
方
墳
で
あ
り
、
第
二
号
墳
と
同
様
竪
穴
式
石
室
を
も
ち
、
全
国
的
に
も

方
墳
中
の
古
い
様
相
の
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
号
墳
は
前
方
後
方
墳
で
あ
っ
て
、
や
は
り
方
墳
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
墳
形
と
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
三
基
と
も
方
形
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
昭
和
二
六
年
の
こ
ろ
に
は
出
雲
国
内
に
方
墳
は
三
二
基
検
出
さ
れ
て
い
て

盆
Ｌ

、　
出
雲
に
の
み
こ

の
よ
う
に
多
数
集
中
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
大
少
合
わ
せ
る
と

一
〇
〇
基
ば
か
り
判
瞬
し
て
お
り
、積
極
的
に
調
査
す
る
な
ら
ば
そ
れ
に

数
倍
す
る
方
墳
が
こ
の
地
方
に
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
方
墳
の
う
ち
内
容
の
判
明
し
て
い
る
も
の
は
、
二
七
基
ほ
ど
あ
り
、
そ
れ
ら
の
知

見
か
ら
す
る
と
、
多
く
の
方
墳
は
古
墳
時
代
前
期
、
中
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
期
初
頭
の
も
の
が
若
千
あ
り
、
後
期
中
葉
以
降
の
も
の
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
。

（な
お
九
〇
基
の
う
ち
、
近
年
工
事
等
で
壊
滅
し
た
も
の
は
二
四
基
に
お
よ
ん
で
い
る
。）
こ
の
よ
う
に
県
下
、
と
く
に
出
雲
地
方
の
首
墳
文
化
に
特
色
を
与
え
て
い
る
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方
形
墳
の
中
で
、
造
山
三
号
墳
は
比
較
的
大
形
に
属
し
、
ま
た
時
期
的
に
は
後
説
の
通
り
そ
れ
ら
の
中
で
も
首
い
時
期
に
属
し
て
い
る
と
考
う
べ
き
も
の
で
あ

る

こ
と

は
、
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
り
地
方
古
文
化
の
解
明
に
益
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
副
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
墳
丘
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
第
二
の

点
す
な
わ
ち
石
垣
状
の
列
石
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
構
造
は
諸
所
に
そ
の
例
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
附
近
で
は
こ
の
種
の
設
備
を
も
つ
も
の
が
多
く
判
朝

し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
常
習
と
な
っ
て
い
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
造
山
首
墳
群
で
は
第

一
号

・
第
二
号
と
も
に
そ
う
で
あ
り
、
同
じ
荒
島
町

の
伝
山

古

墳
、
そ
れ
と
余
り
遠
く
な
い
西
赤
江
町
の
宮
山
古
墳

（旧
称

「
神
塚
古
墳
」
）

に
も
認
め
ら
れ
る
。　
さ
て
こ
の
よ
う
な
石
垣
状
の
列
石
は
、　
岡
山
市
都
月
二
号

盆
響

墓
の
よ
う
な

「弥
生
式
時
代
終
末
期
」
と
さ
れ
て
い
る
方
形
の
墳
墓
に
見
ら
れ
る
も
の
と
の
間
に
系
統
上
の
関
連
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
墳
形
に
関
し
て
も
同

様
で
あ
ろ
う
。
な
お
石
垣
状
列
石
の
性
格
、
す
な
わ
ち
そ
れ
を
設
け
た
主
な
目
的
で
あ
る
が
、　
斎
藤
忠
氏

盆
υ

は

「
外
護
列
石
」
の
名
を
用
い

「埴
輪
円
筒
列
の
代
り

と
か
、
あ
る
い
は
埴
輪
円
筒
列
と
の
時
間
的
推
移
に
よ
っ
た
も
の
と
か
で
は
な
く
、
埴
輪
円
筒
列
と
は
無
関
係
に
、
封
土
を
保
護
す
る
施
設
と
し
て
特
殊
な
存
在
を
な
し

た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
方
の
実
際
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
墳
丘
の
す
そ
と
い
ぢ
て
も
、
地
山
を
切
削

形
成
し
た
す
そ
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
外
護
を
必
要
と
し
な
い
位
置
に
多
く
見
ら
れ
る
。
造
山

一
号
墳
も
、
そ
の
位
置
か
ら
考
え
て
そ
れ
と
推
察
さ
れ
、
発
掘
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
た
西
赤
江
町
の
宮
山
古
憤

盆
と

は
そ
の
明
瞭
な
例
で
あ
り
、　
さ
ら
に
墳
丘
の
断
面
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
荒
島
町
の
払
山
古
墳
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
こ
の

造
山
三
号
墳
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
然
丘
の
形
そ
の
ま
ま
と
思
わ
れ
る
南
側
の
第
二
、
三
列
石
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
状
か
ら
す
る
と
、
基
域

を
区

画

し
、
ま
た
墓
域
を
飾
る
こ
と
に
主
な
目
的
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
来
の
意
義
が
失
な
わ
れ
習
慣
的
に
設
け
ら
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
種

列
石
と
岡
山
市
都
月
二
号
墓
の
よ
う
な

「弥
生
式
」
時
代
の
も
の
と
の
間
に
系
統
上
の
関
連
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
墳
に
も
相
似
た
列
石
が
あ
る
が
、
同
墳
は
盛
り
上
は

あ
る
と
し
て
も
、
小
形
の
こ
の
種
の
墳
墓
に
必
ず
し
も
実
用
的
意
図
を
も
っ
て
列
石
を
配
し
た
と
も
考
え
難
い
か
ら
、
こ
の
種
列
石
の
性
格
は
本
来
実
用
的
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
精
神
的
な
意
味
を
ヽ
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
造
山
三
号
墳
の
場
合
は
必
ず
し
も
本
来
的
な
意
味
を
失

っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

次
に
内
部
構
造
の
問
題
で
あ
る
が
、
細
長
い
竪
穴
式
石
室
と
し
て
、
大
体
の
特
徴
は
前
期
型
首
墳
に
見
ら
れ
る
石
室
の
通
例
に
則
る
け
れ
ど
も
、
床
面
が
礫
で
構
成
さ

れ
て
い
る
点
が
異
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
山
陰
に
お
け
る
竪
穴
式
石
室
の
類
を
あ
げ
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

安
来
市
荒
島
町
造
山

一
号
墳

″
　
　
″
　
　
大
成
古
墳

鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
橋
津
馬
ノ
山
四
号
墳

出
雲
市
東
林
木
町
大
寺
古
墳
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鳥
取
県
西
伯
郡
淀
江
町
福
岡
上
の
山
古
墳

松
江
市
竹
矢
町
上
竹
矢
丘
陵
上
の

一
首
墳

″
　
　
西
川
津
町
金
崎

一
号
墳

こ
れ
ら
の
う
ち
上
の
山
古
墳

盆
む

は
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
帆
立
貝
式
と
も
見
ら
れ
る
墳
丘
を
も
ち
、
楯

・
家
形
等
の
埴
輪
を
出
し
て
お
り
、大
小
二
個
の
石
室
が
あ
る

が
、
そ
の
大
形
の
方
は
長
さ
四

。
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
〇
？
六
五
セ
ン
チ
で
や
や
小
形
に
属
し
、
遺
物
も
街
製
小
形
内
行
花
文
鏡
、
赤
め
の
う
勾
玉
、
螺
石
製
勾
玉
小
玉

等
を
出
し
て
お
り
、
中
期
的
様
相
の
古
墳
で
あ
る
。
上
竹
矢
の
首
墳
も
壁
は
扁
平
割
石
小
口
積
で
あ
る
が
小
墳
で
あ
り
室
も
小
形
で
あ
っ
て
副
葬
品
は
な
い
。
金
崎

一
号

墳
は
前
方
後
方
墳
で
石
室
は
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
る
が
、
底
面
は
平
で
課
を
し
き
、
副
葬
品
に
は
め
の
う
勾
玉
や
こ
と
に
古
式
須
恵
器
が

あ
っ
て
、
中
期
末
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
寺
古
墳
は
、
丘
上
の
前
方
後
円
で
古
式
の
様
相
を
示
す
が
、
石
室
は
長
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
八
〇
セ
ン
チ

あ
り
、
粘
土
床
で
あ
る
が
や
や
小
形
の
石
室
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
上
の
山
、
上
竹
矢
、
金
崎
、
大
寺
を
除
き
、
大
形
で
首
い
様
相
の
古
墳
と
し
て
は
、
造
山

一
号
墳

。
大
成
古
墳

。
馬
ノ
山
四
号
墳
が
注
意
さ
れ
る
。

ま
ず
造
山

一
号
墳
は
大
形
の
方
墳
で
、
第

一
号
石
室
は
長
さ
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
床
面
は
Ｕ
字
型
に
凹
む
礫

床
で
あ
り
、
床
面
の
下
に
排
水
構
造
が
あ
り
、
そ
の
端
は
墳
丘
斜
面
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
、
造
山
三
号
墳
と
極
め
て
よ
く
似
た
構
造
で
あ
る
こ
と
が
注

意
さ
れ
る

（図
版
第
二

一
の
上
）
。
次
に
大
成
古
墳
も
や
は
り
方
墳
で
、　
造
山

一
号
と
よ
く
似
た
石
室
と
思
わ
れ

盆
む

そ
の
床
面
は
梅
原
博
士
の
示
さ
れ
た
図
に
よ

っ
て
見
る
と
や
は
り
礫
床
と
思
わ
れ
る
。
Ｕ
字
状
に
く
ば
む
か
否
か
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
恐
ら
く
造
山

一
号
と
同
様
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
馬
ノ
山

四
号

墳

盆
υ

は
典
型
的
な
前
期
型
の
大
形
前
方
後
円
墳
　
（全
長
八

八
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
て
、
主
体
は
後

円
部
に
竪
穴
式
石
室
と
箱
式
棺
が
並
存
す
る
。
そ
の
竪
穴
式
石
室

（図
版
第
二

一
の
下
）
は
長
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
高
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
壁
の
構
成
と
い
い
、
堂
々
た
る
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
床

は
や
は
り
礫
床
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
山
陰
の
典
型
的
な
古
式
の
竪
穴
式
石
室
は
、
造
山

一
号
、
大
成

。
馬
ノ
山
四
号
、
そ
し
て
造
山
三
号
と
い
ず
れ
も

礫
床
構
造
で
あ
る
こ
と
が
強
く
興
味
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
。
畿
内
そ
中
心
と
し
て
分
布
す
る
こ
の
種
石
室
は
ほ
と
ん
ど
粘
土
床
に
統

一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
点

で
は
畿
内
の
こ
の
種
石
室
と
同
様
の
特
徴
を
備
え
な
が
ら
、
山
陰
の
こ
の
種
石
室
が
床
面
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
に
共
通
し
た
礫
床
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
中
期
様
相
の
も
の
な
が
ら
近
年
明
か
に
さ
れ
た
岡
山
県
総
社
市
随
庵
古
墳
盆
怨
な
ど
の
よ
う
な
礫
床
と
の
間
の
系
統
的
関
連
も
な
い
と

は
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
棺
床
を
固
定
す
る
た
め
の
大
形
の
石
を
数
個
配
置
す
る
手
法
に
も
類
似
が
見
ら
れ
る
。
竪
穴
式
石
室
で
は
な
い
が
、
岡
山
県
の
月
ノ
輪

首
墳

盆
υ

な
ど
の
よ
う
に
、　
粘
土
廓
の
礫
床
と
の
関
連
も
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
割
竹
形
木
棺
を
収
容
し
た
と
思
わ
れ
る
竪
穴
式
石
室
の
床
面
を
礫
床
と
す
る
こ
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と
は
、
粘
土
床
か
ら
二
次
的
に
生
じ
た
惰
落
形
式
で
あ
る
の
か
否
か
は
簡
単
に
即
断
で
き
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
山
陰
地
方
に
多
い
こ
と
は
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
は
排
水
構
造
の
形
式
と
も
関
連
し
て
考
察
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
造
山
三
号
墳
の
年
代
観
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
個
々
の
遺
物
な
り
遺
物
の
組
合
わ
せ
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば

一
応
前
期
古
墳
と
し
て
矛
盾
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
た
だ
造
山

一
号
墳
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
位
置
の
関
係
や
石
室
が
や
や
粗
造
で
あ
る
こ
と
、
や
や
小
形
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
漠
然
と
で
は
あ
る
が

一

号
墳
よ
り
後
に
造
ら
れ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
そ
の

一
号
墳
の
年
代
的
位
置
に
つ
い
て
、
例
え
ば
斎
藤
忠
氏

『
日
本
首
墳
の
研
究
』
附
録
の

「
古
墳
編
年
表
）
で
は

四
世
紀
末
の
あ
た
り
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
河
出
書
房

『
日
本
の
考
首
学
Ⅳ
』
の
状
塚
初
重
氏
の

「
古
墳
の
変
遷
」
で
は

「前
Ⅱ
期
」
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
、　
同

書

の

「古
墳
文
化
の
地
域
的
特
色
」
中
の
池
田
満
雄
氏
等
の

「山
陰
」
の
と
こ
ろ
に
掲
げ
た

「山
陰
首
墳
編
年
表
」
で
は
四
世
紀
中
ご
ろ
の
あ
た
り
に
造
山
と
大
成
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
編
年
の
具
体
的
根
測
が

一
々
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
基
準
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
躊
賭
さ
れ
る
。
造
山

一
号
墳
で
は

一
室
か
ら
竹
製
か
と
さ
れ
て
い
る
鋸
歯
文
帯
縁
の
方
格
規
短
鏡
と
傍
製
三
神
三
獣
々
帯
鏡
が
出
て
お
り
、　
一
室
か
ら
は
舶
載
と
見
得
る
鋸
歯
文
帯
縁
の
方
格
規
矩
銚
と
碧

玉
製
紡
錐
車
な
ど
が
出
て
い
る
。
小
林
行
雄
氏
の
提
示
さ
れ
た

盆
せ

、　
鏡
式
の
組
み
合
わ
せ
、　
傍
製
鏡
に
お
け
る
三
角
縁
神
獣
鏡
と
後
漢
筑
を
模
し
た
も
の
と
の
前

後
観
、
碧
玉
製
の
腕
輪
等
の
石
製
品
を
伴
う
も
の
の
時
期
観
等
を
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
を
多
く
残
し
て
い
る
よ
う

に
思

わ

れ
、
さ
ら
に
別
な
原
理
に
よ
っ
て
年
代
観
が
確
立
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
大
成
古
墳
で
は
舶
載
の
三
角
縁
二
神
二
獣
鏡
と
鉄
剣

・
鉄
製
素
環
頭
大
刀

等
を
出
し
て
い
る
が
、
遺
物
は
多
く
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
右
の
よ
う
な
原
理
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
成
古
墳
で
は
土
師
器
の
完

形
品
も
出
土
し
て
い
る
が
、
造
山

一
号
墳
で
は
土
器
の
形
式
を
推
察
し
得
る
円
筒
棺
と
も
思
わ
れ
る
品
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
末
期
の
弥
生
式
土
器
お
よ
び
古
州
土
師
器

に
関
す
る
正
確
な
編
年
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
諸
地
域
間
に
お
け
る
諸
形
式
の
時
期
的
平
行
関
係
も
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
土
師
器
に
よ
っ
て
古
墳
の

編
年
を
裏
付
け
る
こ
と
は
今
直
ち
に
可
能
と
は
い
た
な
い
。

し
か
し
近
時
わ
れ
わ
れ
の
行
っ
た
調
査
で
は
、
古
式
吉
墳
か
ら
埋
葬
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
土
師
器
が
検
出
さ
れ
る
の
は
決
し
て
稀
な
例
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
方

面
か
ら
編
年
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
大
い
に
期
待
が
も
て
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
造
山
三
号
墳
で
も
埋
葬
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
土
師
器

が
検
出
さ
れ
た
が
、
細
片
で
あ
っ
て
、直
ち
に
こ
れ
を
以
て
年
代
を
論
ず
る
に
は
足
り
な
い
け
れ
ど
も
将
来
に
お
い
て
は
何
程
か
役
立
つ
こ
と
も
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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島
根
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教
育
委
員
会

『島
根
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梅
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篠
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墳
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年
）
）
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３
　
梅
原
末
治

「出
雲
国
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け
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岐
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７
　
山
本
清

「西
山
陰
の
横
穴
に
，
い
て
」

（島
根
大
学
論
集
八

（昭
和
三
二
年
）
）

８
　
直
良
信
夫

『近
畿
古
代
文
化
叢
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』
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収
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陰
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「謝
鰊
幽
効
瓶
繊
斜
醐
喋
土‥っ
知
熊
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隊
絆
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貯
朴
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（制
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鉗
年
ゴ
九
回
総
会
研
究
発
表
要
旨

（昭
和
三
八
年
）
）
。同

「山
陰
の
上
師
器
」

（島
根
大
学
山
陰
文
化

研
究
紀
要
六

（昭
和
四
〇
年
）
）

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

１１
　
近
藤
正
他

「吾
根
県
安
来
平
野
に
お
け
る
土
嬌
墓
」

（上
代
文
化
三
六
輯

（昭
和
四
一
年
）
）

・２
　
島
模
県
教
育
委
員
会

『松
本
古
墳
調
査
報
左目
　
（昭
和
ョ
八
年
）
　

．
ヤ

・３
　
近
藤
正
他

「島
根
県
安
来
平
野
に
お
け
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■
婚
墓
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・

・４
　
山
本
清

「山
陰
の
土
師
器

（島
根
大
学
山
陰
文
化
研
究
紀
要
六

（昭
和
四
〇
年
）
）
。な
お
こ
の
式
の
器
台
は
畿
内
に
も
見
ら
れ
る
が
山
陰
の
よ
う
に
盛
行
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
関
東
の
五
領
遺
跡
か
ら
も
類
品
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ

・５
　
右
に
同
じ

・６
　
梅
原
末
治

「北
朝
鮮
発
見
の
古
鏡
」

（同

『鑑
鏡
の
研
究
』
所
収
）
の
写
真
に
よ
る
。

・７
　
富
岡
謙
蔵

『古
鏡
の
研
究
』
図
版
に
よ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

・８
　
仝

・９
　
仝

２０
　
後
藤
守
一
『古
鏡
衆
英
』
の
写
真
に
よ
る
。

２．
　
山
本
清

「出
雲
国
に
お
け
る
方
形
墳
と
前
方
後
方
墳
に
つ
い
で
」

２２
　
河
出
書
房

『
日
本
の
考
古
学
Ш
弥
生
時
代
』
α
中
の
鎌
木
義
ョ

「祭
紀
と
信
仰
」
お
よ
び
同
書
所
載
の
写
真
、
同
じ
く

『
日
本
の
考
古
学
Ｖ
首
墳
時
代
下
』
の
中
の
近
藤
義
郎

「古
墳

発
生
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
に
よ
る
０　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
ヽ

２３
　
斎
藤
忠

『
日
本
首
墳
の
研
究
』
七
三
ペ
ー
シ
七
四
ペ
ー
ジ
。

２４
　
駒
井

・
山
本

「安
莱
市
宮
山
首
墳
の
発
掘
」
一　
　
　
一　
　
　
一

２５
　
佐
々
木
古
代
文
化
研
究
室

『福
岡
古
墳
群
』

（昭
和
二
九
年
）

２６
　
梅
原
末
治

「丹
波
国
南
桑
田
郡
篠
村
の
古
墳
」

２７
　
佐
々
木
古
代
文
化
研
究
室

『馬
山
古
墳
群
』

（昭
和
三
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

２８
　
鎌
木
義
昌

『総
社
市
随
庵
古
墳
』

（昭
和
四
〇
年
）

２９
　
近
藤
義
郎
編

『月
の
輸
古
墳
』

（昭
和
三
五
年
）

３０
　
小
林
行
雄

『古
墳
時
代
の
研
究
』
第
五
章

「前
期
古
墳
に
あ
ち
わ
れ
た
文
化
の
二
相
」



図
版
第

一　
造
山
遠
望

。
第
二
号
墳
全
景

督 鞭

造山遠望 (左頂 L第一号墳、中央頂 ヒ第二号墳、右端頂上第二号墳)

造山第二号墳全景 (東方の第一号墳頂_しから見る)



造
山
古
墳
群

（東
方
か
ら
見
る
）

図
版
第
二
　
空

中

か

ら

見

た

造

山

←第二号墳

←第一号墳

←第二号墳

第 二 号 墳

(西方から見る)





図
版
第
四
　
墳
丘
東
斜
面
お
よ
び
東
側
列
石

墳 丘 の 東 斜 面

東 側 墳 丘 す そ の 列 石



南
側
第

一
列
石

（西
か
ら
見
る
。
手
前
の
発
掘
し
た
と
こ
ろ
の
底
に
排
水
溝
が
見
え
る
）

図
版
第
五
　
南
側
第

一
列
石
お
よ
び
第
二
列
石

南 側 第 二 列 石



南

側

第

二

列

石

図
版
第
六
　
南
側
第
二
列
石
お
よ
び
西
側
列
石

西  側  列  石



図
版
第
七
　
墳
丘
頂
上
面
お
よ
び
Ｉ

・
Ⅱ
ト
レ
ン
チ
発
掘
状
況

墳丘頂上面 発掘前の状態 (中央 Iト レンテー東から見る手前からⅡ3、 12、 11)

13区 蓋石検出の状況 (手前は 12、 左前方Ⅱトレンテ)



. H意

こ1 1

環
苺

恥
　
ギ

一ト

図
版
第
八
　
墓
壊
と
石
室
の
蓋
石

（
一
）

石 粘土被覆状態 (北方から見る)

墓颯と蓋石の露呈状態 (南方から見る)



図
版
第
九
　
墓
装
と
石
室
の
蓋
石

（二
）

石 室 (東から見る)

石 室 (南から見る)



図
版
第

一
〇
　
墓
壊
と
石
室

（一う

室 (東北郡を示す一西から見る)

墓 墳 と 石 室 (東南部を示す一西から見る)



図
版
第

一
一　
石
　
室
　
実
　
測
　
図

Ｓ

ｙ

多
珍



【 縮(翠会0ば鸞)

冊 至 荒(経会ёEER鸞)

翠
滸
⑫
躍
Ｍ
軍
呈
　
一
二

窮
Ⅶ
国



遺物出土状態細部（南から見る）

遺物出土状態（南から見る）

図
星
怒
|111 
躙
ぶ
』
引
≦
胆



籍

図
版
第

一
四
　
鏡
出
土
状
態

・
石
室
側
野

鏡 出 土 状 態 (細 1音E)

石 室 側 壁 (西北から見た東南隅のR.7)



石
室
探
床
下
の
排
水
溝

（
脚
力ゝ 央
螂
脚
林
跨
除
い
て
溝
の
一
部
を
一不
す
。

図
版
第

一
五
　
排
水
構
造

（
一
）

石
室
東
外
側
の
排
水
溝

（将『麒爛卿胸棚髪除いて溝の構造を一不）

石
室
外
の
南
の
暗
渠

（韓］韓を（室抑『鞠般に林物静碑独陳庫輪嚇｝



鸞癬
一

南
側
斜
面
を
下
る
暗
来
の
番
石

（悧
如
嘘
杯
巧
た
溝
が
右
方
第

一
列
石
の
下
へ
）

図
版
第

一
六
　
排
水
構
造

（
二
）

南
斜
面
を
下
る
暗
渠

（蓋
石
を
除
い
て
内
部
を
示
す
）

与
一持
一溝

一餘
士
Ｆ
ｒ
雛
亀

鑢

攀

南
側
第

一
列
石
の
下
を
通
っ
た
暗
渠

（禁ル
肛籍
一方外
程通ず
る。）



土
　
　
師
　
　
器



図
版
第

一
八
　
遺
　
物

（
二
）



図
版
第

一
九
　
遺
　
物

（三
）

軽
驚
鷺

叡

鮎

蔭撥簿機
爾
蔭
蔭
像
摩

藤

暉

態

騨

中ヽ」一　
・・・・・・・ヤ

碧 :に 製 管 玉 (太形 )

花―鞄―艶:恵鰻
(―    =|  || ミ

ー
豆11‐

隷 i

碧玉製管玉 (粕 1形)。 ガラス製小五



図
版
第
二
〇
　
遺
　
物

谷四
）

¢也 (L)・ 刀子 (下 )

飽
と
刀
子
に
附
着
し
た
織
物
の
細
郡

饉
墨

露報

震
拶韓

子争こと



図
版
第
二

一　
山
陰
の
古
式
竪
穴
式
石
室

造 山 第 一 号 墳 第 一 石 室

鳥取県羽合町橋津馬ノ山第四号墳石室



昭 昭
和 和
四 四
十 十

年 年

月 月

十 十
一 五
日 日
発 印
干U 用J

松

江

市

殿

町

一
番

地

発
行
所
　
島
根
県
教
育
委
員
会

印

刷

所

　

株
式

会
社

報

　

光

　

社


